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〇
、
は
じ
め
に

　

慈
円
は
『
愚
管
抄
』
で
、
自
身
が
世
の
中
の
移
り
変
わ
る
順
序
次

第
と
そ
の
理
解
の
方
法
を
仮
名
で
書
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
梵
語
か

ら
漢
訳
さ
れ
た
仏
典
を
日
本
語
訳
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

述
べ
る
と
と
も
に
、

明
経
に
十
三
経
と
て
、
孝
経
・
礼
記
よ
り
、
孔
子
の
春
秋
と
て
、

左
伝
・
公
羊
・
穀
（
梁
）
な
ど
云
も
、
又
紀
伝
の
三
史
・
八
代

史
、
乃
至
文
選
・
文
集
・
貞
観
政
要
こ
れ
ら
を
み
て
、
心
ゑ
ん

人
の
た
め
に
は
、
か
や
う
の
事
は
、
を
か
し
ご
と
に
て
や
み
ぬ
。

�

（
巻
七
）

と
、『
孝
経
』
や
『
礼
記
』、『
春
秋
』
三
伝
な
ど
十
三
経
や
三
史
、

八
代
史
を
は
じ
め
、『
文
選
』・『
白
氏
文
集
』・『
貞
観
政
要
』
な
ど
も
、

そ
の
理
解
を
目
的
と
し
て
日
本
語
に
和
ら
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
、「
を

か
し
ご
と
」
と
し
て
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の

『
愚
管
抄
』
以
降
に
は
、
鎌
倉
を
中
心
に
、
例
え
ば
『
貞
観
政
要
』

に
も
『
仮
名
貞
観
政
要
』
が
出
る
な
ど（

（
（

、
注
釈
と
は
異
な
る
形
で
の

漢
籍
の
仮
名
書
き
化
が
行
わ
れ（

（
（

、
藤
原
茂
範
の
手
に
成
っ
た
と
さ
れ

る
『
唐
鏡（

（
（

』
も
、
巻
七
以
降
（『
宋
書
』
以
降
）
を
欠
く
が
、
ま
さ

に
三
史
（『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書（

（
（

』）
と
八
代
史
（『
晋
書
』『
宋

書
』『
斉
書
』『
梁
書
』『
陳
書
』『
周
書
』『
隋
書
』『
唐
書（

（
（

』）
と
を
「
や

は
ら
げ
て
和
詞
に
な
し
」
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
を
嚆
矢
と
す
る
中
国
の
正
史
は
、
歴
史
現
象
の
総
体
を
、

本
紀
（
帝
王
一
代
の
事
蹟
の
記
録
）・
列
伝
（
傑
出
し
た
個
人
や
民

『
唐
鏡
』
前
漢
部
の
正
史
利
用
法

　
　
　
　
─
紀
伝
体
か
ら
編
年
体
へ
─

森　

田　

貴　

之
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族
の
伝
記
）・
志
（
社
会
の
重
要
現
象
を
記
し
た
問
題
別
の
歴
史
）・

表
（
年
表
）
な
ど
に
分
類
し
て
記
述
す
る
、
紀
伝
体
を
用
い
て
編
ま

れ
て
い
る
。
一
方
、『
唐
鏡
』
は
そ
の
書
名
の
通
り
、「
鏡
物
」
形
式

と
い
う
体
裁
を
と
る
。
た
だ
し
、『
唐
鏡
』
の
場
合
、「
鏡
物
」
と
は

い
う
も
の
の
、『
大
鏡
』
の
よ
う
な
対
話
形
式
で
も
、
紀
伝
体
へ
接

近
す
る
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
も
序
文
に
鏡
物
的
な
場
面
設
定
（
宋

か
ら
の
渡
来
僧
と
そ
の
通
訳
に
よ
る
語
り
）
が
提
示
さ
れ
る
に
過
ぎ

ず
、「
鏡
」
の
名
称
も
「
鏡
物
」
へ
の
意
識
と
い
う
よ
り
、
序
に
「
古

を
も
て
鏡
と
す
る
事
あ
り
と
か
や
き
こ
え
た
ま
ひ
し
か
ば
、
か
ら
鏡

と
や
申
侍
べ
き
」
と
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、「
以
古
為
鏡
」（『
貞
観

政
要
』）
の
意
味
に
傾
い
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
の
叙
述
形
態
は
比
較

的
単
純
な
編
年
体
の
歴
史
叙
述
と
い
っ
て
い
い
。

　
『
唐
鏡
』
の
出
典
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
縷
縷
明
ら
か
に
さ
れ（

（
（

、

稿
者
も
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
そ
う
し
た
出
典
の
探
索
は『
唐
鏡
』

を
め
ぐ
る
文
学
的
環
境
を
解
き
明
か
す
上
で
必
須
の
作
業
で
あ
る

が
、
自
明
の
出
典
で
あ
る
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
な
ど
中
国
の
正
史

が
、『
唐
鏡
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
、す
な
わ
ち
、

関
係
記
事
が
各
所
に
散
ら
ば
る
紀
伝
体
の
史
書
を
も
と
に
、
ど
の
よ

う
に
編
年
的
歴
史
叙
述
を
構
築
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
も
、
本
書
の
性
格
を
考
え
る
上
で
必
要
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、新
た
な
出
典
に
触
れ
る
も
の
で
は
全
く
な
い
が
、『
唐
鏡
』

の
巻
三
・
四
の
前
漢
期
の
歴
史
叙
述
を
題
材
と
し
て
、『
唐
鏡
』
が

正
史
を
い
か
に
操
作
・
利
用
し
た
の
か
、
そ
の
方
法
の
一
端
を
具
体

的
に
見
て
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、『
漢
書
』「
五
行
志
」
へ
の
関
心

　

先
行
研
究
の
示
す
通
り
、『
唐
鏡
』
は
、
伏
羲
か
ら
始
ま
る
三
皇
・

五
帝
の
時
代
か
ら
書
き
起
こ
し
、『
史
記
』を
主
な
取
材
源
と
し
つ
つ
、

そ
こ
に
諸
書
の
記
述
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
秦
代
・
漢
代
以
降
、
徐
々
に
正
史
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
。
巻
三
（
前
漢
）
以
降
、『
史
記
』（
六
代
武
帝
の
時
代
ま
で
）
に

加
え
て
『
漢
書
』
が
そ
の
中
心
と
な
る
が
、
ま
ず
は
『
唐
鏡
』
が
記

事
の
重
複
す
る
両
書
を
ど
う
利
用
し
て
い
る
の
か
、
確
認
し
て
お
き

た
い
。

　
『
唐
鏡
』
の
前
漢
初
頭
の
構
成
を
『
史
記
』『
漢
書
』
と
比
較
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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『
唐
鏡
』

一
代
高
祖

二
代
孝
恵
帝

三
代
呂
后

四
代
孝
文
帝

…

『
史
記
』

項
羽
本
紀

高
祖
本
紀

呂
后
本
紀

孝
文
本
紀

…

『
漢
書
』

高
帝
紀

恵
帝
紀

高
后
紀

文
帝
紀

…

　
『
史
記
』
は
、
項
羽
・
呂
后
に
本
紀
を
立
て
る
一
方
で
、
二
代
恵

帝
に
は
本
紀
を
立
て
な
い
と
い
う
特
殊
な
構
成
を
と
る
。
一
方
、『
唐

鏡
』
の
構
成
は
、「
高
帝
紀
」「
恵
帝
紀
」「
高
后
紀
」「
文
帝
紀
」
と

進
行
す
る
『
漢
書
』
に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
。
前
少
帝
・
少
帝
・
劉

賀
・
劉
嬰
な
ど
短
期
間
の
傀
儡
皇
帝
を
そ
の
構
成
に
含
め
な
い
点
も

『
漢
書
』
に
等
し
い
。
た
だ
し
、
そ
の
本
文
に
つ
い
て
は
『
史
記
』

が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
史
記
』『
漢
書
』
両
書
の
内
容
・
本

文
は
非
常
に
似
通
っ
て
お
り
、
同
記
事
の
場
合
、
両
書
の
い
ず
れ
に

拠
っ
た
の
か
は
判
別
が
し
づ
ら
い
が（

（
（

、
次
の
よ
う
な
例
か
ら
そ
の
傾

向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
唐
鏡
』
に
、
沛
公
と
な
っ
た
高
祖
劉
邦
が
覇
上
に
進
軍
し
、
王

子
嬰
が
降
参
し
た
記
事
が
あ
る（「
秦
王
子
嬰
上
璽
符
事
」）。『
史
記
』

『
漢
書
』
と
も
同
内
容
で
あ
る
が
、「
先
諸
侯
」
の
句
の
有
無
な
ど
『
唐

鏡
』
の
細
部
は
『
史
記
』
に
一
致
す
る
。

漢
の
元
年
十
月
に
、
沛
公
の
兵
、
諸
侯
に
さ
き
だ
ち
て
、
覇
上

に
い
た
る
。
秦
の
王
子
嬰
、
皇
帝
の
璽
符
を
た
て
ま
つ
り
て
、

降
人
に
ま
い
る
。

漢
元
年
十
月
、
沛
公
兵
遂
先
諸
侯
至
覇
上
。
秦
王
子
嬰
素
車
白

馬
、
係
頚
以
組
、
封
皇
帝
璽
符
節
、
降
軹
道
旁
。

�

（『
史
記
』
高
祖
本
紀
）

元
年
冬
十
月
、
五
星
聚
于
東
井
。
沛
公
至
覇
上
。
秦
王
子
嬰
素

車
白
馬
、
係
頚
以
組
、
封
皇
帝
璽
符
節
、
降
枳
道
旁
。

�

（『
漢
書
』
高
帝
紀
）

　
『
史
記
』
が
「
本
紀
」
を
立
て
な
い
二
代
恵
帝
の
記
述
も
、
そ
の

大
半
は
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
に
拠
る
。
例
え
ば
、冒
頭
の
略
伝
「
第

二
の
主
を
ば
、孝
恵
帝
と
申
き
。
高
祖
の
太
子
な
り
。
丁
未
の
と
し
、

十
六
に
し
て
位
に
つ
き
給
ふ
」
の
あ
と
、
以
下
の
本
文
が
続
く
。
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御
母
后
き
わ
め
た
る
嫉
妬
の
人
に
て
、
高
祖
の
愛
し
給
ひ
し
戚

夫
人
を
う
ら
み
て
、
と
ら
へ
た
ま
ひ
、
そ
の
子
趙
王
如
意
を
め

し
に
つ
か
わ
す
。
御
使
三
た
び
ま
で
、
む
な
し
く
ぞ
か
へ
り
け

る
。
建
平
候
周
昌
と
云
人
、
そ
の
使
に
申
け
る
は
…

　

同
記
事
は
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」・『
漢
書
』「
周
昌
伝
」・
同
「
外

戚
伝
」
等
に
も
見
え
る
が
、
次
の
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
の
本
文

が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
波
線
部
）。

呂
后
最
怨
戚
夫
人
及
其
子
趙
王
、
迺
令
永
巷
囚
戚
夫
人
、
而
召

趙
王
。
使
者
三
反
、
趙
相
建
平
侯
周
昌
謂
使
者
曰
…

　

こ
れ
以
降
、『
唐
鏡
』
に
は
、「
呂
后
本
紀
」
に
基
づ
き
、
悪
名
高

い
呂
后
の
残
虐
な
行
い
が
描
か
れ
て
い
く
が（「
呂
后
殺
趙
王
事
」「
戚

夫
人
為
人
彘
事
」「
与
斉
王
宴
飲
事
」）、
二
代
恵
帝
の
死
亡
記
事
の

直
前
に
、『
史
記
』
に
は
な
い
、
次
の
記
事
が
挿
入
さ
れ
る
。
類
話

を
持
つ
『
唐
物
語
』
な
ど
も
触
れ
な
い
出
来
事
で
あ
る（

（
（

。

こ
の
御
時
、
春
三
月
に
宜
陽
と
云
所
に
、
血
ふ
る
事
あ
り
き
。

一
頃
あ
ま
り
、
お
び
た
だ
し
く
て
み
え
し
か
。
又
、
十
月
に
、

桃
李
実
な
る
事
あ
り
き
。

　

こ
こ
に
血
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
（「
雨
血
事
」）、
冬
に
桃
李
が
結

実
し
た
こ
と
（「
冬
桃
李
実
事
」）
の
二
つ
の
異
変
が
記
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』「
恵
帝
紀
」
に
「（
四
年
）
三
月
甲
子
（
中

略
）
宜
陽
雨
血
」、「
五
年
冬
十
月
、
雷
、
桃
李
華
、
棗
実
」
と
簡
潔

な
記
述
が
あ
る
。
た
だ
、
前
者
に
「
一
頃
あ
ま
り
」（
傍
線
部
）
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
『
漢
書
』「
五
行
志
」（
赤せ
き

眚せ
い

）
を
参
照
し
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

恵
帝
二
年
、天
雨
血
於
宜
陽
、一
頃
所
。
劉
向
以
為
「
赤
眚
也
」。

時
又
冬
雷
、
桃
李
花
、
常
燠
之
罰
也
。
是
時
政
舒
緩
、
諸
呂
用

事
、
讒
口
妄
行
、
殺
三
皇
子
、
建
立
非
嗣
、
及
不
当
立
之
王
、

退
王
陵
・
趙
堯
・
周
昌
。
呂
太
后
崩
、
大
臣
共
誅
滅
諸
呂
、
僵

尸
流
血
。

　
「
五
行
志
」
は
、
劉
向
の
言
説
を
引
き
つ
つ
、
こ
の
恵
帝
二
年
の

血
雨
は
、
国
政
が
ゆ
る
ん
だ
こ
と
で
、
呂
氏
一
族
が
力
を
持
ち
、
讒
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言
を
行
い
、
三
人
の
皇
子
を
殺
し
、
不
当
に
王
に
立
て
、
王
陵
ら
を

退
け
た
こ
と
（
破
線
部
）、
呂
后
の
死
後
、
大
臣
達
が
共
謀
し
、
呂

氏
一
族
を
滅
し
た
こ
と（
波
線
部
）の
予
兆
で
あ
る
と
す
る
。『
唐
鏡
』

の
恵
帝
期
の
叙
述
は
、
そ
の
大
部
分
が
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
に

拠
る
呂
后
の
専
横
と
悪
逆
の
記
事
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

呂
后
の
所
業
に
関
わ
る
天
の
感
応
と
し
て
、
こ
の
天
変
が
記
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。
桃
李
に
関
す
る
異
変
の
併
記
も
、「
五
行
志
」
に
同
様

の
異
変
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
重
な
る
（
二
重
傍
線
部
。
な
お

「
十
月
」
は
本
紀
か
ら
採
用
さ
れ
、
ま
た
「
実
」
と
「
花
」
の
違
い

は
あ
る
）。

　

続
く
恵
帝
の
崩
御
記
事
「
七
年
秋
八
月
に
、
未
央
宮
に
て
崩
し
給

ぬ
。
在
位
七
年
、
御
歳
廿
二
な
り
。
太
后
哭
し
給
へ
ど
も
、
御
涙
は

お
ち
ず
」
で
は
、
再
び
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
の
本
文
「
七
年
秋

八
月
戊
寅
、
孝
恵
帝
崩
。
発
喪
、
太
后
哭
、
泣
不
下
」
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、『
唐
鏡
』
は
、『
漢
書
』
の
構
成
に
従
い
つ
つ
、
基
本
的
本

文
は
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
に
拠
り
、
天
変
記
事
の
み
を
『
漢
書
』

「
五
行
志（

（1
（

」
か
ら
引
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
唐
鏡
』
の
『
漢
書
』「
五
行
志
」
へ
の
高
い
関
心
は
、
次
の
第
三

代
呂
后
記
事
に
も
う
か
が
え
る
。

　

第
三
の
主
を
ば
呂
后
と
申
す
。
ａ
恵
帝
う
せ
給
て
、
后
の
腹

に
御
子
な
し
。
後
宮
の
美
人
の
子
を
と
り
て
、皇
帝
と
し
給
ふ
。

と
し
い
と
け
な
け
れ
ば
と
て
、
呂
后
朝
に
の
ぞ
み
て
、
政
を
し

給
ふ
。
元
年
甲
寅
の
と
し
也
。
兄
の
子
ど
も
四
人
を
王
と
し
、

諸
呂
六
人
を
列
侯
と
す
。
ｂ
こ
と
し
の
秋
、
桃
李
花
さ
き
て
春

の
ご
と
く
な
り
。

　
ｃ
四
年
に
、
少
帝
に
、
或
人
申
け
る
は
、
君
は
皇
后
の
子
に

て
は
お
は
せ
ず
、
皇
后
子
を
う
み
給
は
ね
ば
、
は
ら
み
た
る
ま

ね
を
し
て
、
美
人
の
子
を
取
て
、
其
母
を
ば
こ
ろ
さ
れ
に
き
と

申
す
に
、
少
帝
の
の
た
ま
わ
く
、
さ
か
り
な
ら
む
お
り
に
、
う

ら
み
む
と
の
た
ま
ふ
を
、
太
后
き
き
給
て
、
乱
を
な
さ
ん
こ
と

を
お
ぢ
て
、
永
巷
の
中
に
と
ら
へ
て
、
こ
ろ
し
奉
り
つ
。
ｄ
五

月
に
、
常
山
王
義
を
た
て
て
、
帝
と
し
給
ふ
。
太
后
、
天
下
の

事
を
お
こ
な
ひ
給
へ
ば
、
元
年
と
は
称
せ
ざ
り
き
。

　
ｅ
八
年
の
春
、
太
后
夢
に
、
蒼
犬
の
ご
と
き
な
る
物
、
わ
が

脇
を
つ
か
む
と
み
給
ふ
。
う
ら
な
は
せ
ら
る
る
に
、
趙
王
如
意

た
た
り
を
な
す
と
申
せ
り
。
太
后
脇
を
や
み
給
て
、崩
給
ひ
ぬ
。

　

崩
御
ま
で
の
本
文
を
示
し
た
が
、
こ
の
う
ち
冒
頭
ａ
に
は
、
次
の
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『
漢
書
』「
高
后
紀
」
冒
頭
の
略
伝
的
な
記
述
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
続

く
、
ｂ
の
天
変
記
事
も
『
漢
書
』「
高
后
紀
」
に
あ
る
。

ａ
太
后
立
帝
姉
魯
元
公
主
女
為
皇
后
、
無
子
、
取
後
宮
美
人
子
、

名
之
以
為
太
子
。
恵
帝
崩
、
太
子
立
為
皇
帝
、
年
幼
、
太
后
臨

朝
称
制
、
大
赦
天
下
。
乃
立
兄
子
呂
台
・
産
・
禄
・
台
子
通
四

人
為
王
、
封
諸
呂
六
人
為
列
侯
。
語
在
外
戚
伝
。
…
ｂ
秋
、
桃

李
華
。
…
ｃ
四
年
夏
、
少
帝
自
知
非
皇
后
子
、
出
怨
言
、
皇
太

后
幽
之
永
巷
。
詔
曰
…
。
ｄ
五
月
丙
辰
、立
恆
山
王
弘
為
皇
帝
。

　

さ
ら
に
『
唐
鏡
』
で
は
呂
后
四
年
の
幼
帝
廃
位
の
記
事
ｃ
が
続
く

が
、
幼
帝
の
「
さ
か
り
な
ら
む
お
り
に
、
う
ら
み
む
」
と
い
う
発
言
、

そ
れ
に
対
す
る
呂
后
の
「
乱
を
な
さ
ん
こ
と
を
お
ぢ
て
」
と
い
う
反

応
な
ど
は
、『
漢
書
』「
高
后
紀
」
の
当
該
箇
所
（
ｃ
）
に
は
な
く
、

次
の
『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
後
掲
傍
線
部（

（1
（

）。

ま
た
、
廃
さ
れ
た
幼
帝
の
あ
と
、
常
山
王
義
が
帝
と
な
っ
た
が
、
引

き
続
き
呂
后
が
政
治
を
行
い
改
元
な
ど
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る

記
事（
ｄ
・
波
線
部
）や
蒼
犬
が
呂
后
の
病
死
を
暗
示
す
る
事
件（
ｅ
）

に
つ
い
て
も
、『
史
記
』「
呂
后
本
紀
」
の
本
文
を
用
い
た
も
の
と
認

め
ら
れ
る（

（1
（

。

ｃ
宣
平
侯
女
為
孝
恵
皇
后
時
、
無
子
、
詳
為
有
身
、
取
美
人
子

名
之
、
殺
其
母
、
立
所
名
子
為
太
子
。
孝
恵
崩
、
太
子
立
為
帝
。

帝
壮
、
或
聞
其
母
死
、
非
真
皇
后
子
、
迺
出
言
曰
「
后
安
能
殺

吾
母
而
名
我
。
我
未
壮
、
壮
即
為
変
」。
太
后
聞
而
患
之
、
恐

其
為
乱
、
迺
幽
之
永
巷
中
、
言
「
帝
病
甚
」、
左
右
莫
得
見
。

太
后
曰
…
帝
廃
位
、
太
后
幽
殺
之
。
ｄ
五
月
丙
辰
、
立
常
山
王

義
為
帝
、
更
名
曰
弘
。
不
称
元
年
者
、
以
太
后
制
天
下
事
也
。

　

こ
の
よ
う
に
『
唐
鏡
』
の
呂
后
紀
冒
頭
記
事
に
は
『
漢
書
』「
高

后
紀
」
が
用
い
ら
れ
、
続
け
て
桃
李
の
異
常
開
花
（
ｂ
）
に
も
触
れ

て
い
た
。
し
か
し
、『
漢
書
』
の
ａ
・
ｂ
両
記
事
間
に
は
、
地
震
や

日
食
、
大
水
な
ど
他
の
天
変
記
事
も
あ
る
な
か
で
、『
唐
鏡
』
は
直

前
の
引
用
箇
所
か
ら
も
や
や
離
れ
た
、「
秋
、
桃
李
華
」
と
い
う
わ

ず
か
な
記
事
だ
け
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
桃
李
の
異
常
開
花
は
、『
漢
書
』「
五
行
志
」
に
は
採
ら
れ
て

は
い
な
い
。
し
か
し
、
先
掲
の
通
り
（
38
頁
）、「
恵
帝
五
年
十
月
」

の
異
常
開
花
の
例
が
呂
后
の
死
と
そ
の
後
の
大
臣
達
に
よ
る
呂
后
一



−41−

族
の
誅
戮
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
出
来
事
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

た（
（1
（

。
そ
し
て
、『
唐
鏡
』
は
、
そ
の
一
連
の
出
来
事
を
、
呂
后
の
死

亡
記
事
に
続
け
て
詳
述
す
る
（「
諸
呂
成
乱
事
」「
軍
中
左
袒
事
」「
立

代
王
事
」）。『
唐
鏡
』
は
天
変
の
示
す
意
味
を
明
示
し
な
い
も
の
の
、

や
は
り
「
五
行
志
」
の
恵
帝
五
年
の
例
に
準
じ
、
呂
氏
一
族
の
行
末

に
関
連
付
け
る
べ
く
、「
こ
と
し
の
秋
、
桃
李
花
さ
き
て
春
の
ご
と

く
な
り
」
と
い
う
天
変
記
事
を
挿
入
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

同
様
の
例
は
『
唐
鏡
』
中
に
多
数
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
五
代
景
帝

紀
冒
頭
に
も
二
つ
の
異
変
（「
老
人
角
生
事
」「
白
鳥
与
黒
鳥
闘
事
」）

が
記
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
呉
楚
七
国
の
乱
の
発
端
と
な
る
出
来
事

（「
文
帝
与
呉
王
博
奕
事
」）
が
続
く
が
、
や
は
り
、
そ
の
二
つ
の
天

変
は
『
漢
書
』「
五
行
志
」（
人
痾
お
よ
び
視
羞
／
蠃
虫
之
孽
）
に
お

い
て
呉
楚
七
国
の
乱
と
関
連
付
け
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。『
唐
鏡
』

は
「
五
行
志
」
の
多
く
の
天
変
記
事
の
中
か
ら
、
呉
楚
七
国
の
乱
と

の
関
連
を
前
提
に
二
つ
の
記
事
を
採
取
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
唐
鏡
』
前
漢
期
の
歴
史
叙
述
は
、
そ
の
外
形
的

な
構
成
に
関
し
て
は
、『
漢
書
』
本
紀
の
形
式
を
採
用
し
、
そ
れ
を

反
映
し
た
各
皇
帝
冒
頭
の
出
自
等
の
略
伝
は
『
漢
書
』
に
従
う
と
こ

ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
主
た
る
記
事
本
文
に
関
し
て
は
、
他
書
に
よ

る
故
事
等
の
挿
入
も
あ
り
つ
つ
、
概
ね
『
史
記
』
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
い
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
時
折
『
漢
書
』「
五
行
志
」
か
ら

天
変
記
事
を
採
用
し
、
政
変
等
の
予
兆
と
し
て
配
置
し
て
い
た
。

二
、『
漢
書
』
の
再
構
成

　
『
史
記
』
本
紀
は
、
前
漢
褚
少
孫
の
補
作
と
も
言
わ
れ
る
第
六
代

武
帝
の
代
で
終
わ
り
、
第
七
代
昭
帝
か
ら
は
、
そ
の
基
本
的
資
料
は

『
漢
書
』
の
み
と
な
る
。
本
章
で
は
、『
漢
書
』
以
外
を
ほ
と
ん
ど
利

用
し
て
い
な
い
昭
帝
紀
の
記
事
（
以
下
の
①
～
⑩
）
か
ら
、『
漢
書
』

の
利
用
方
法
を
見
て
み
た
い
。

①
昭
帝
出
自
事　

②
堯
母
門
事　

③
武
帝
遺
制
事　

④
霍
光
摂

政
事　

⑤
石
自
起
立
事　

⑥
柳
自
起
立
事　

⑦
昭
帝
崩
御
事　

⑧
昌
邑
王
即
位
事　

⑨
千
百
廿
七
ヶ
条
悪
逆
事　

⑩
昼
夜
不
見

日
月
事

　

皇
帝
の
出
自
（
①
）「
第
七
主
を
ば
、
孝
昭
皇
と
申
す
。
諱
は
弗
。

武
帝
の
小
子
也
。
御
母
は
趙
婕
妤
な
り
。」
は
、『
漢
書
』「
昭
帝
紀
」
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冒
頭
「
孝
昭
皇
帝
〈
荀
悦
曰
「
諱
弗
之
字
曰
不
」〉、
武
帝
少
子
也
。

母
曰
趙
倢
伃
、
本
以
有
奇
異
得
幸
、
及
生
帝
、
亦
奇
異
、
語
在
外
戚

伝
」
に
よ
る
。
ま
ず
は
本
紀
（
こ
こ
で
は
注
含
む
）
に
よ
り
そ
の
出

自
を
示
し
、
次
に
昭
帝
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
掲
げ
る
（
②
）。

（
趙
婕
妤
は
）
御
門
を
は
ら
み
た
て
ま
つ
り
、
十
四
月
に
し
て
、

む
み
た
て
ま
つ
れ
り
。
武
帝
き
き
給
て
、「
昔
、
堯
と
申
し
君
、

十
四
月
に
し
て
む
ま
れ
給
へ
り
。
い
ま
又
か
く
の
ご
と
し
。
そ

の
む
ま
れ
た
ま
へ
る
家
の
門
を
な
づ
け
て
、
堯
母
門
と
い
ふ
べ

し
」
と
ぞ
、
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
。
御
門
、
五
六
歳
の
ほ
ど
に
て
、

ゆ
ゆ
し
く
、
さ
か
り
に
、
お
ほ
き
に
し
て
、
智
恵
人
に
過
給
へ

れ
ば
、
武
帝
愛
し
た
て
ま
つ
り
て
「
わ
れ
に
に
た
り
」
と
ぞ
お

ぼ
し
け
る
。
武
帝
御
や
ま
ひ
は
な
は
だ
し
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
こ

の
御
門
を
太
子
と
さ
だ
め
給
ぬ
。

　

出
生
時
の
奇
事
と
昭
帝
が
聡
明
で
自
分
に
似
て
い
る
と
し
て
武
帝

に
愛
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、『
漢
書
』

「
外
戚
伝
」
に
拠
る
。

孝
武
鉤
弋
趙
倢
伃
、
昭
帝
母
也
。（
中
略
）
任
身
十
四
月
乃
生
、

上
曰
「
聞
昔
堯
十
四
月
而
生
、
今
鉤
弋
亦
然
」。
乃
命
其
所
生

門
曰
堯
母
門
。（
中
略
）
鉤
弋
子
年
五
六
歳
、
壮
大
多
知
、
上

常
言
「
類
我
」、
又
感
其
生
与
衆
異
、
甚
奇
愛
之
、
心
欲
立
焉
、

…

　

先
掲
「
昭
帝
紀
」
に
も
、
出
生
時
の
「
奇
異
」
に
は
言
及
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
「
語こ
と

、
外
戚
伝
に
在
り
」（
二
重
傍
線
部
）
と
「
外

戚
伝
」
の
参
照
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。『
唐
鏡
』
は
そ
れ
に
導
か
れ
、

出
生
時
の
奇
事
と
武
帝
の
寵
愛
と
い
う
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
列
伝
か

ら
採
用
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、『
唐
鏡
』
は
、
病
に
な
っ
た
武
帝
が
、
霍
光
に
幼
い
昭

帝
を
補
佐
す
る
よ
う
遺
言
し
た
こ
と
、
昭
帝
が
八
歳
で
即
位
し
た
こ

と
な
ど
に
触
れ
る
が
（
③
）、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、「
外
戚
伝
」
で

は
な
く（

（1
（

、
再
び
「
昭
帝
紀
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

霍
光
と
て
、
い
み
じ
き
臣
下
を
、
大
司
馬
大
将
軍
と
云
官
に
な

し
給
て
、
小
主
を
た
す
く
べ
し
と
、
遺
制
あ
り
。
次
日
、
武
帝

う
せ
給
ぬ
れ
ば
、
御
門
位
に
つ
き
給
。
御
年
八
歳
な
り
。
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後
元
二
年
二
月
上
疾
病
、
遂
立
昭
帝
為
太
子
、
年
八
歲
。
以
侍

中
奉
車
都
尉
霍
光
為
大
司
馬
大
将
軍
、受
遺
詔
輔
少
主
。
明
日
、

武
帝
崩
。
戊
辰
、
太
子
即
皇
帝
位
、
謁
高
廟
。

　

こ
の
後
、『
漢
書
』
本
紀
に
は
「
夏
六
月
、
赦
天
下
。
秋
七
月
、

有
星
孛
于
東
方
」
と
い
っ
た
年
代
記
的
記
述
が
続
く
が
、『
唐
鏡
』

は
そ
れ
に
は
従
わ
ず
、
昭
帝
が
摂
政
霍
光
に
信
頼
を
寄
せ
、
他
者
の

讒
言
を
容
れ
な
か
っ
た
と
す
る
記
事
を
掲
げ
る
（
④
）。

霍
光
摂
政
と
し
て
、
政
を
お
こ
な
ふ
。
天
下
み
な
、
い
み
じ
く

思
た
る
中
に
、
或
は
又
讒
言
な
ど
し
け
れ
共
、
御
門
も
ち
い
給

は
ず
し
て
、
ひ
と
へ
に
霍
光
を
た
の
み
給
へ
り
。
御
門
御
年
十

四
の
時
に
、
或
も
の
又
讒
言
し
け
る
に
、
御
門
、
い
か
り
て
の

た
ま
は
く
「
大
将
軍
は
忠
臣
な
り
、
先
帝
、
わ
れ
に
属
し
給
へ

り
。
わ
れ
を
た
す
け
て
、
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
。
讒
せ
ん
も
の
を

ば
つ
み
せ
ん
」
と
の
た
ま
ひ
し
か
ば
、人
み
な
申
や
み
に
け
り
。

　

こ
の
讒
言
事
件
は
、
昭
帝
の
兄
燕
王
劉
旦
・
左
将
軍
上
官
桀
・
そ

の
子
上
官
安
・
桑
弘
羊
ら
が
謀
叛
を
起
こ
し
、
誅
せ
ら
れ
た
事
件
を

さ
し
て
お
り
、
そ
の
文
言
の
一
致
（
傍
線
部
）
か
ら
、『
唐
鏡
』
は

本
紀
で
は
な
く
、「
霍
光
伝
」
に
拠
っ
た
と
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
や

は
り
本
紀
に
参
照
先
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
（
二
重

傍
線
部
）。

後
桀
党
与
有
譖
光
者
、
上
輒
怒
曰
「
大
将
軍
忠
臣
、
先
帝
所
属

以
輔
朕
身
、
敢
有
毀
者
坐
之
」。
自
是
桀
等
不
敢
復
言
。

�

（『
漢
書
』
霍
光
伝
）

後
有
譖
光
者
、
上
輒
怒
曰
「
大
将
軍
国
家
忠
臣
、
先
帝
所
属
、

敢
有
譖
毀
者
、坐
之
」。
光
由
是
得
尽
忠
。
語
在
燕
王
・
霍
光
伝
。

�

（『
漢
書
』
昭
帝
紀
）

　

続
け
て『
唐
鏡
』に
は
、次
の
二
つ
の
天
変
記
事
が
あ
る（
⑤
・
⑥
）。

⑤
元
鳳
三
年
春
正
月
に
、
泰
山
と
云
所
に
、
大
な
る
石
、
み
づ

か
ら
お
き
た
て
り
。
高
五
丈
五
尺
、
大
さ
三
十
八
囲
、
地
に
い

る
事
八
尺
、
三
の
石
を
あ
し
と
し
て
た
て
り
。
⑥
又
、
上
林
苑

の
中
に
、
か
れ
て
ひ
さ
し
く
な
り
し
大
柳
樹
、
み
づ
か
ら
た
ち
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て
、
お
ひ
た
り
。
虫
あ
り
て
、
そ
の
樹
の
葉
を
く
い
て
、
文
字

を
な
し
し
こ
そ
、
ふ
し
ぎ
と
申
し
か
。

　

こ
の
二
つ
の
出
来
事
は
『
漢
書
』
本
紀
に
も
「
三
年
春
正
月
、
泰

山
有
大
石
自
起
立
、
上
林
有
柳
樹
枯
偃
自
起
生
」
と
簡
潔
に
見
え
る

が
、
そ
の
詳
細
は
「
五
行
志
」
の
二
つ
の
記
事
に
拠
る（

（1
（

。

⑤
孝
昭
元
鳳
三
年
正
月
、
泰
山
・
萊
蕪
山
南
匈
匈
有
数
千
人
声
。

民
視
之
、
有
大
石
自
立
、
高
丈
五
尺
、
大
四
十
八
囲
、
入
地
深

八
尺
、
三
石
為
足
。
石
立
処
、
有
白
烏
数
千
集
其
旁
。
眭す
い

孟も
う

以

為
「
石
陰
類
、
下
民
象
、
泰
山
・
岱
宗
之
嶽
、
王
者
易
姓
告
代

之
処
、
当
有
庶
人
為
天
子
者
」。
孟
坐
伏
誅
。

�

（『
漢
書
』
五
行
志
・
言
羞
／
白
眚
白
祥
）

⑥
恵
帝
五
年
十
月
、
桃
李
華
、
棗
実
。
昭
帝
時
、
上
林
苑
中
大
柳

樹
断
仆
地
、
一
朝
起
立
、
生
枝
葉
、
有
虫
食
其
葉
、
成
文
字
、

曰
「
公
孫
病
已
立
」。
又
昌
邑
王
国
社
有
枯
樹
、
復
生
枝
葉
。

眭
孟
以
為
「
木
陰
類
、
下
民
象
、
当
有
故
廃
之
家
公
孫
氏
、
従

民
間
受
命
為
天
子
者
」。
昭
帝
富
於
春
秋
、
霍
光
秉
政
、
以
孟

妖
言
、
誅
之
。
後
昭
帝
崩
、
無
子
、
徵
昌
邑
王
賀
嗣
位
、
狂
乱

失
道
、
光
廃
之
、
更
立
昭
帝
兄
衛
太
子
之
孫
、
是
為
宣
帝
。
帝

本
名
病
已
。�

（『
漢
書
』
五
行
志
・
視
羞
／
草
妖
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
⑤
・
⑥
の
異
変
に
つ
い
て
、
眭
弘
（
孟
）
が
、

庶
人
、
具
体
的
に
は
公
孫
氏
が
新
天
子
と
な
る
予
兆
で
あ
る
と
解
釈

し
た
が
、
そ
の
言
が
妖
言
と
見
な
さ
れ
、
当
時
昭
帝
を
補
佐
し
て
い

た
霍
光
に
よ
っ
て
誅
せ
ら
れ
た
と
わ
か
る
が
、『
唐
鏡
』
は
そ
こ
か

ら
予
兆
と
な
っ
た
異
変
の
み
を
切
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
そ

の
樹
の
葉
を
く
い
て
、
文
字
を
な
し
」
と
は
い
う
も
の
の
、『
漢
書
』

に
あ
っ
た
「
公
孫
病
已
立
」
と
い
う
文
字
の
意
味
に
も
言
及
せ
ず
、

眭
孟
の
解
釈
や
そ
の
後
の
処
遇
な
ど
に
も
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
紀
の
簡
潔
な
記
述
を
採
用
し
て
も
文
脈
上
大
き
な
違

い
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、『
唐
鏡
』
の
異
変
記
事
の

直
前
に
は
霍
光
が
摂
政
と
な
っ
た
記
事
（
④
）
が
あ
り
、直
後
に
は
、

昭
帝
の
死
後
、
昌
邑
王
賀
が
即
位
す
る
も
、
霍
光
に
廃
さ
れ
た
こ
と

（
⑦
・
⑧
・
⑨
）
が
述
べ
ら
れ
て
昭
帝
紀
が
お
わ
る
。
つ
ま
り
、『
唐

鏡
』
は
「
ふ
し
ぎ
と
申
し
か
」
と
し
か
触
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
異

変
の
位
置
づ
け
に
は
、
や
は
り
「
五
行
志
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
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わ
け
で
あ
る
。

　

続
く
⑦
～
⑩
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
①
～
⑥
の
記
事
構
成
方

法
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

⑦
元
平
元
年
夏
四
月
、
未
央
殿
に
て
崩
給
ぬ
。
御
年
二
十
一
、

在
位
十
三
年
也
。
⑧
御
子
の
つ
ぎ
給
べ
き
な
け
れ
ば
、
武
帝
の

御
孫
に
昌
邑
王
賀
と
申
け
る
王
孫
を
、
皇
大
后
む
か
へ
た
て
ま

つ
り
て
、
位
に
つ
け
給
つ
。
⑨
廿
七
日
の
あ
ひ
だ
に
、
一
千
一

百
廿
七
ケ
条
の
ひ
が
ご
と
共
を
お
こ
な
は
れ
て
、
帝
王
の
礼
義

う
し
な
は
れ
ぬ
れ
ば
、
大
将
軍
霍
光
等
な
げ
き
か
な
し
み
て
、

は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
す
。
⑩
こ
の
時
に
、
天
く
も
り
て
、
昼

夜
日
月
を
見
ざ
る
事
二
十
余
日
な
り
。
つ
ゐ
に
、
王
を
す
て
た

て
ま
つ
り
て
、
海
昏
侯
に
封
じ
つ
。

　

昭
帝
に
関
わ
る
崩
御
記
事
⑦
は
、「
昭
帝
紀
」
の
「（
元
平
元
年
）

夏
四
月
癸
未
、
帝
崩
于
未
央
宮
〈
帝
年
八
歳
即
位
、
明
年
改
元
、
改

元
之
後
凡
十
三
年
、年
二
十
一
〉」
か
ら
、そ
の
顔
師
古
注
（〈　

〉
内
）

を
含
め
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
帝
の
後
を
継
い
だ
昌
邑
王
賀

に
関
す
る
記
述
⑧
は
、
次
の
『
漢
書
』「
宣
本
紀
」
に
よ
る
。

元
平
元
年
四
月
、
昭
帝
崩
。
毋
嗣
、
大
将
軍
霍
光
請
皇
后
徵
昌

邑
王
。
六
月
丙
寅
、
王
受
皇
帝
璽
綬
、
尊
皇
后
曰
皇
太
后
。
癸

巳
、
光
奏
王
賀
淫
乱
、
請
廃
。
語
在
賀
及
光
伝
。

　

た
だ
し
、
⑨
「
廿
七
日
の
あ
い
だ
に
、
一
千
一
百
廿
七
ケ
条
の
ひ

が
ご
と
共
を
お
こ
な
は
れ
て
…
」
に
該
当
す
る
記
述
は
本
紀
に
は
な

く
、
参
照
先
と
し
て
示
さ
れ
た
（
二
重
傍
線
部
）、
次
の
「
霍
光
伝
」

に
見
え
る
。

受
璽
以
来
二
十
七
日
、
使
者
旁
午
、
持
節
詔
諸
官
署
徵
発
、
凡

千
一
百
二
十
七
事
。
文
学
光
禄
大
夫
夏
侯
勝
等
及
侍
中
傅
嘉
、

数
進
諫
以
過
失
、
使
人
簿
責
勝
、
縛
嘉
繋
獄
。
荒
淫
迷
惑
、
失

帝
王
礼
誼
、
乱
漢
制
度
。

　

そ
し
て
、昌
邑
王
賀
の
廃
位
直
前
の「
天
陰
」に
関
す
る
異
変（
⑩
）

は
、『
漢
書
』「
五
行
志
」
に
よ
る（

（1
（

。

昭
帝
元
平
元
年
四
月
崩
、
亡
嗣
、
立
昌
邑
王
賀
。
賀
即
位
、
天

陰
、
昼
夜
不
見
日
月
。
賀
欲
出
、
光
禄
大
夫
夏
侯
勝
、
当
車
諫
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曰
「
天
久
陰
而
不
雨
、臣
下
有
謀
上
者
、陛
下
欲
何
之
」。
賀
怒
、

縛
勝
以
属
吏
、吏
白
大
将
軍
霍
光
。
光
時
与
車
騎
将
軍
張
安
世
、

謀
欲
廃
賀
。
光
譲
安
世
、
以
為
泄
語
、
安
世
実
不
泄
、
召
問
勝
。

勝
上
洪
範
『
五
行
伝
』
曰
「『
皇
之
不
極
、
厥
罰
常
陰
、
時
則

有
下
人
伐
上
』、
不
敢
察
察
言
、
故
云
『
臣
下
有
謀
』」。
光
・

安
世
読
之
、
大
驚
、
以
此
益
重
経
術
士
。
後
数
日
卒
共
廃
賀
、

此
常
陰
之
明
効
也
。�

（『
漢
書
』
五
行
志
・
恆
陰
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昼
夜
日
月
が
見
え
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

夏
侯
勝
が
「
臣
下
に
上
を
謀
る
も
の
が
い
る
」
と
諫
言
し
、
劉
賀
の

外
出
を
止
め
た
。
そ
の
こ
と
が
賀
を
廃
そ
う
と
し
て
い
た
霍
光
に
伝

わ
り
、
霍
光
は
共
謀
し
て
い
た
張
安
世
の
漏
洩
を
疑
っ
た
が
、
夏
侯

勝
が
『
五
行
伝
』
の
記
述
を
示
し
、
そ
の
根
拠
を
伝
え
た
の
で
、
霍

光
等
は
驚
き
、
あ
ら
た
め
て
経
術
の
士
を
重
ん
じ
た
が
、
予
兆
通
り
、

賀
は
廃
さ
れ
た
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
よ
り
直
接
的
に
昌
邑
王
賀
が

廃
さ
れ
る
ま
で
の
一
事
件
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ

が
、『
唐
鏡
』
は
、
そ
う
し
た
事
件
の
細
部
は
捨
象
し
、
天
変
記
事

の
み
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
唐
鏡
』
昭
帝
紀
の
歴
史
叙
述
は
、『
漢
書
』
本
紀

を
本
拠
と
し
つ
つ
、
時
に
「
外
戚
伝
」「
霍
光
伝
」
を
参
照
し
、
し

ば
し
ば
「
五
行
志
」
の
天
変
記
事
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
本
紀
と
列
伝
と
に
は
、
そ
も
そ
も
わ
ず
か
な
文
言
の
差
違
し

か
な
い
場
合
も
多
く
、
わ
ざ
わ
ざ
あ
ら
た
め
て
列
伝
に
拠
ら
ね
ば
な

ら
な
い
必
要
性
は
、
そ
の
叙
述
内
容
か
ら
は
感
じ
に
く
い
も
の
が
多

い
。

　

こ
う
し
た
列
伝
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
全
般
に
唐
鏡
の
抄
出
方

法
は
、
ま
づ
帝
紀
に
よ
つ
て
編
年
的
に
構
成
し
、
そ
の
間
に
著
名
な

史
話
を
主
に
列
伝
に
よ
つ
て
挿
入
し
て
、
そ
の
枝
葉
と
な
し
て
ゐ

る（
（1
（

。」
と
の
指
摘
が
あ
り
、昭
帝
紀
で
も
④
「
霍
光
摂
政
事
」
や
⑨
「
千

百
廿
七
ヶ
条
悪
逆
事
」
な
ど
が
列
伝
に
拠
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
本
紀
に「
語
在
霍
光
伝
」な
ど
と
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
っ

た
こ
と
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
列
伝
の
利
用
は
、
挿
入
さ
れ
た
枝
葉

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
本
紀
と
列
伝
と
が
一
体
と
な
っ
た
編
年
史

を
再
構
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

　

本
紀
や
列
伝
な
ど
の
相
互
参
照
に
よ
っ
て
歴
史
現
象
の
総
体
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
紀
伝
体
の
中
国
正
史
を
編
年
体
に
編
み

直
す
に
際
し
、
列
伝
の
文
言
を
取
り
込
む
こ
と
自
体
に
意
図
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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そ
し
て
、
そ
の
記
事
を
概
観
す
る
と
、
昭
帝
よ
り
も
、
政
治
の
実

権
を
握
っ
て
い
た
霍
光
へ
の
関
心
が
高
い
。
先
掲
の
①
～
⑩
の
記
事

の
う
ち
③
・
④
・
⑨
に
は
霍
光
が
登
場
し
、
⑤
・
⑥
・
⑩
の
天
変
記

事
も
「
五
行
志
」
で
の
位
置
づ
け
か
ら
、霍
光
関
連
記
事
と
い
え
る
。

「
こ
の
本
に
は
、
単
な
る
断
片
的
な
人
物
伝
で
は
な
く
、
大
き
な
時

代
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
国
の
政
治
家
た
ち
の
言
動
が

書
か
れ
て
い
る
。」
と
言
わ
れ
る
通
り（

（1
（

、
た
し
か
に
昭
帝
紀
の
流
れ

の
中
に
霍
光
の
事
蹟
を
位
置
づ
け
る
も
の
と
い
え
、
本
紀
に
列
伝
の

文
言
を
取
り
込
ん
で
行
く
こ
と
は
、
そ
う
し
た
『
唐
鏡
』
の
意
図
に

も
沿
う
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、『
唐
鏡
』
の
霍
光
に
関
す
る
叙
述
を
そ
の
原
拠
記
事
と

比
較
す
る
と
、
霍
光
の
造
型
に
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
先
掲
の
通

り
、
⑤
・
⑥
は
「
霍
光
秉
政
、
以
孟
妖
言
、
誅
之
（
霍
光
政
を
秉
り
、

孟
を
以
て
妖
言
と
し
、
之
を
誅
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
、
霍

光
の
策
動
が
背
景
に
あ
っ
た
。
劉
賀
の
擁
立
（
⑧
）
も
『
唐
鏡
』
は

「
皇
大
后
む
か
へ
た
て
ま
つ
り
て
」
と
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、『
漢

書
』
で
は
「
大
将
軍
霍
光
請
皇
后
徵
昌
邑
王
（
大
将
軍
霍
光
皇
后
に

請
ひ
、
昌
邑
王
を
徴
す
）」
と
あ
っ
て
、
霍
光
主
導
で
あ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
劉
賀
の
廃
位
（
⑨
）
も
『
唐
鏡
』
は
、

「
廿
七
日
の
あ
い
だ
に
、一
千
一
百
廿
七
ケ
条
の
ひ
が
ご
と
」が
あ
り
、

「
帝
王
の
礼
義
う
し
な
は
れ
」た
た
め
廃
さ
れ
た
と
す
る
。確
か
に「
霍

光
伝
」
に
も
「
失
帝
王
礼
誼
（
帝
王
礼
誼
を
失
ふ
）」
と
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
〝
霍
光
ら
が
劉
賀
の
非
行
を
皇
太
后
に
訴
え
た
奏
上
〟
の
一

部
分
で
あ
っ
て
、『
唐
鏡
』
の
よ
う
に
事
実
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
劉
賀
の
「
一
千
一
百
廿
七
ケ
条
の
ひ
が
ご

と
」
も
、
正
確
に
は
、
即
位
以
来
二
十
七
日
間
に
使
者
が
何
回
も
往

来
し
、
物
資
を
徴
発
す
る
こ
と
が
千
度
を
越
え
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
過
失
に
関
し
て
は
『
漢
書
』
は
「
数
進
諫
以
過
失
（
数

し
ば
過
失
を
以
て
進
諫
す
る
も
）」「
荒
淫
迷
惑
」
な
ど
と
す
る
だ
け

で
あ
る
。
⑩
の
天
変
記
事
も
同
様
で
、『
唐
鏡
』
は
「
光
時
与
車
騎

将
軍
張
安
世
、
謀
欲
廃
賀
（
光
時
に
車
騎
将
軍
張
安
世
と
謀
り
、
賀

を
廃
せ
ん
欲
す
）」と
あ
る
霍
光
の
陰
謀
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
を
通
し
て
、『
唐
鏡
』
に
は
、
霍
光
の
皇
位
へ
の

関
与
の
程
度
を
薄
め
、
劉
賀
廃
立
の
妥
当
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

皇
帝
を
補
佐
す
る
霍
光
を
好
意
的
に
叙
述
す
る
傾
向
が
見
え
る
。

　

こ
の
霍
光
と
は
、
日
本
の
摂
関
政
治
到
来
期
の
政
治
形
態
の
モ
デ

ル
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
北
畠
親
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房
『
神
皇
正
統
記
』
清
和
天
皇
条
に
は
、
外
戚
藤
原
良
房
の
摂
政
就

任
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
天
皇
九
歳
に
て
即
位
、
戊
寅
年
也
。
己
卯
に
改
元
。
践
祚
あ

り
し
か
ば
、
外
祖
良
房
の
大
臣
は
じ
め
て
摂
政
せ
ら
る
。
摂
政

と
云
こ
と
、
も
ろ
こ
し
に
は
①
唐
堯
の
時
、
虞
舜
を
登
用
て
政

を
ま
か
せ
給
き
。
こ
れ
を
摂
政
と
云
。
か
く
て
三
十
年
あ
り
て

正
位
を
う
け
ら
れ
き
。
②
殷
の
代
に
伊
尹
と
云
聖
臣
あ
り
。
湯

及
大
甲
を
輔
佐
す
。
是
は
保
衡
と
云
〈
阿
衡
と
も
云
〉。
其
心

は
摂
政
也
。
③
周
の
世
に
周
公
旦
又
大
聖
な
り
き
。
文
王
の
子
、

武
王
の
弟
、
成
王
の
叔
父
な
り
。
武
王
の
代
に
は
三
公
に
つ
ら

な
り
、
成
王
わ
か
く
て
位
に
つ
き
給
し
か
ば
、
周
公
み
づ
か
ら

南
面
し
て
摂
政
す
〈
成
王
を
負
て
南
面
せ
ら
れ
け
り
と
も
み
え

た
り
〉。
④
漢
昭
帝
又
幼
に
て
即
位
。
武
帝
の
遺
詔
に
よ
り
博

陸
侯
霍
光
と
云
人
、
大
司
馬
大
将
軍
に
て
摂
政
す
。
中
に
も
周

公
・
霍
氏
を
ぞ
先
蹤
に
も
申
め
る
。（
中
略
）
こ
の
天
皇
の
御

時
良
房
の
大
臣
の
摂
政
よ
り
し
て
ぞ
ま
さ
し
く
人
臣
に
て
摂
政

す
る
こ
と
は
は
じ
ま
り
に
け
る
。

　

こ
こ
に
、
①
虞
舜
・
②
殷
の
伊
尹
・
③
周
の
旦
・
④
漢
の
霍
光
の

四
名
が
中
国
に
お
け
る
摂
政
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
と
り
わ
け
幼

帝
を
支
え
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、③
周
の
旦
と
『
唐
鏡
』
に
「
霍

光
摂
政
と
し
て
、
政
を
お
こ
な
ふ
」（
前
掲
④
）
と
あ
っ
た
④
漢
の

霍
光
の
事
例
が
、
良
房
の
摂
政
の
「
先
蹤
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

（
二
重
傍
線
部
）。

　

さ
ら
に
『
神
皇
正
統
記
』
陽
成
天
皇
条
に
も
霍
光
の
名
が
見
え
る
。

此
天
皇
性
悪
に
し
て
人
主
の
器
に
た
ら
ず
み
え
給
け
れ
ば
、
摂

政
（
＝
基
経
）
な
げ
き
て
廃
立
の
こ
と
を
さ
だ
め
ら
れ
に
け
り
。

昔
漢
の
霍
光
、
昭
帝
を
た
す
け
て
摂
政
せ
し
に
、
昭
帝
世
を
は

や
く
し
給
し
か
ば
、
昌
邑
王
を
立
て
天
子
と
す
。
昌
邑
不
徳
に

し
て
器
に
た
ら
ず
。即
廃
立
を
お
こ
な
ひ
て
宣
帝
を
立
奉
り
き
。

霍
光
が
大
功
と
こ
そ
し
る
し
伝
は
べ
る
め
れ
。

　

藤
原
基
経
が
悪
行
の
続
い
た
陽
成
天
皇
を
廃
立
し
た
こ
と
の
先
例

と
し
て
、
霍
光
に
よ
る
昌
邑
王
賀
の
廃
立
（『
唐
鏡
』
前
掲
⑨
）
に

触
れ
、
そ
れ
を
「
大
功
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
書
光
孝
天
皇
条
で
も
関
白
の
先
例
と
し
て
霍
光
の
名
が
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挙
げ
ら
れ
る
。

践
祚
の
は
じ
め
摂
政
を
改
て
関
白
と
す
。
こ
れ
我
朝
関
白
の
始

な
り
。
漢
の
霍
光
摂
政
た
り
し
が
、
宣
帝
の
時
政
を
か
へ
し
て

退
け
る
を
、「
万
機
の
政
猶
霍
光
に
関
白
し
め
よ
」
と
あ
り
し
、

そ
の
名
を
取
り
て
さ
づ
け
ら
れ
に
け
り
。
此
天
皇
昭
宣
公
の
さ

だ
め
に
よ
り
て
立
給
し
か
ば
御
志
も
ふ
か
か
り
し
に
や
、
其
子

を
殿
上
に
め
し
て
元
服
せ
し
め
、
御
み
づ
か
ら
位
記
を
あ
そ
ば

し
て
正
五
位
下
に
な
し
給
け
り
と
ぞ
。

　

霍
光
が
昭
帝
・
劉
賀
の
あ
と
に
即
位
し
た
宣
帝
に
政
を
返
す
も
、

宣
帝
が
そ
れ
を
容
れ
ず
、
全
て
霍
光
を
経
由
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と

が
「
関
白
」
の
先
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
こ
と
も
ま
た
『
唐
鏡
』

に
見
え
る
（
宣
帝
紀
「
霍
光
関
白
事
」）。

本
始
元
年
戊
申
の
年
、
大
将
軍
霍
光
、
政
を
か
へ
す
。
御
門
さ

ら
に
詔
を
く
だ
し
、
諸
事
み
な
ま
づ
霍
光
に
関
白
し
て
の
ち
に

奏
聞
せ
よ
、
と
仰
く
だ
す
。
霍
光
天
下
を
お
さ
む
る
あ
ひ
だ
、

前
後
あ
は
せ
て
二
十
年
天
下
泰
平
な
り
。

光
自
後
元
秉
持
万
機
、
及
上
即
位
、
乃
帰
政
。
上
謙
譲
不
受
、

諸
事
皆
先
関
白
光
、
然
後
奏
御
天
子
。
光
每
朝
見
、
上
虚
己
斂

容
、
礼
下
之
已
甚
。
光
秉
政
前
後
二
十
年
、
地
節
二
年
春
病
篤
、

車
駕
自
臨
問
光
病
、
上
為
之
涕
泣
。�

（『
漢
書
』
霍
光
伝
）

　
『
唐
鏡
』
は
こ
こ
で
も
「
霍
光
伝
」
を
利
用
す
る
が
、「
霍
光
伝
」

で
は
「
御
門
さ
ら
に
詔
を
く
だ
し
、
諸
事
皆
ま
づ
霍
光
に
関
白
し
て

の
ち
に
奏
聞
せ
よ
、と
仰
せ
く
だ
す
」
と
い
う
宣
帝
の
「
詔
」
に
は
っ

き
り
と
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
霍
光
が
政
を

帰
す
こ
と
を
宣
帝
が
受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
結
果
的
に
人
々

が
奏
上
す
る
に
際
し
て
霍
光
を
宣
帝
に
優
先
さ
せ
た
、
と
い
う
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、『
神
皇
正
統
記
』で「
万

機
の
政
猶
霍
光
に
関
白
し
め
よ
」
と
の
宣
帝
の
言
が
引
用
さ
れ
、
次

の
『
愚
管
抄
』
も
同
様
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
「
関
白
」
の
先
例

と
し
て
、
宣
帝
の
〝
詔
〟
は
重
要
で
あ
っ
た
。

関
白
摂
政
と
云
こ
と
は
、
必
し
も
た
え
ず
な
る
こ
と
に
は
あ
ら

ず
。
摂
政
は
幼
主
の
時
ば
か
り
な
り
。
忠
仁
公
の
後
は
、
た
だ

藤
氏
長
者
内
覧
の
臣
に
な
り
ぬ
る
を
一
の
人
と
は
申
な
り
。
内
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覧
も
か
な
ら
ず
し
も
な
き
こ
と
也
。
関
白
は
昭
宣
公
摂
政
の
後

に
関
白
の
詔
は
は
じ
ま
り
け
り
。
漢
の
宣
帝
の
時
、
霍
光
が
ま

づ
あ
づ
か
り
き
か
し
め
て
の
ち
に
奏
せ
よ
と
、
う
け
た
ま
は
り

け
る
例
な
る
べ
し
。

　

摂
政
や
関
白
の
先
例
・
悪
帝
排
除
の
先
例
た
る
霍
光
は
、
日
本
の

0

0

0

歴
史
に
と
っ
て

0

0

0

0

0

0

中
国
史
上
非
常
に
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、

そ
の
事
蹟
は
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。藤
原
頼
長『
台

記
』
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
九
月
三
十
日
条
に
は
、保
延
二
年
（
一

一
三
六
）
十
月
以
来
読
了
し
た
書
物
が
列
挙
さ
れ
る
が
、「
漢
書
九

十
二
卷　

保
延
四
年
〈
本
紀
・
霍
光
伝
・
馮
奉
世
伝
・
敍
伝
下
受
先

師
御
説
、
自
余
受
夫
子
説
、
同
三
年
十
月
三
日
始
之
、
四
年
十
二
月

二
日
終
之
〉」と「
霍
光
伝
」を
挙
げ
て
い
る
。
摂
関
家
の
頼
長
に
と
っ

て
『
漢
書
』
中
の
必
読
の
部
分
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
各
皇
帝
が

時
系
列
に
配
さ
れ
た
〝
本
紀
〟
的
な
構
成
を
と
り
な
が
ら
、
昭
帝
紀

の
そ
れ
が
、
ほ
と
ん
ど
霍
光
の
〝
列
伝
〟
的
記
述
に
な
っ
て
い
る
の

も
、
そ
の
重
要
性
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
叙
述
に
際
し
て
は
、
日
本
で
の
文
脈
に
応
じ
た
翻

訳
に
傾
い
て
も
い
た
。『
唐
鏡
』
の
正
史
を
使
用
し
た
箇
所
の
叙
述

態
度
に
関
し
て
は
、「
編
者
の
創
意
や
改
刪
・
補
訂
の
如
き
恣
意
を

混
ぜ
へ
る
こ
と
な
く
、
寧
ろ
愚
直
と
思
は
れ
る
ほ
ど
に
、
忠
実
に
之

に
従
つ
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
。
特
に
史
書
類
に
於
て
、
さ
う
で
あ
る

が
、
故
事
逸
話
等
の
史
譚
の
類
に
於
て
も
、
そ
の
や
う
な
抄
出
態
度

が
見
受
け
ら
れ
る
。」
と
、
逐
語
訳
的
・
訓
読
的
翻
訳
態
度
が
強
調

さ
れ
て
き
た（

（2
（

。
実
際
、
そ
う
し
た
箇
所
が
多
い
の
も
事
実
で
は
あ
る

が
、
編
者
の
「
恣
意
」
も
軽
視
で
き
な
い
。
本
紀
に
列
伝
の
文
言
を

組
み
込
む
だ
け
で
は
な
く
、〝
描
か
れ
る
べ
き
歴
史
〟
が
『
唐
鏡
』

に
は
あ
り
、
原
典
の
文
言
の
巧
妙
な
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

三
、
年
代
記
と
し
て
の
五
行
志

　

前
章
で
は
昭
帝
紀
を
対
象
に
『
唐
鏡
』
の
編
年
史
的
叙
述
の
構
成

方
法
を
見
た
が
、そ
こ
に
「
五
行
志
」
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
「
五
行
志
」
の
利
用
に
際
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
天
変
の
み
を

示
し
て
そ
の
具
体
的
相
関
は
示
さ
ず
、「
五
行
志
」
の
引
く
劉
向
の

言
説
や
『
京
伝
易
伝
』
に
見
え
る
論
理
な
ど
も
全
く
引
用
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
先
に
見
た
昭
帝
紀
の
霍
光
の
意
図
的
な
造
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型
な
ど
に
は
寄
与
し
て
い
た
が
、
霍
光
造
型
を
目
的
と
し
て
天
変
記

事
を
持
ち
込
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
文
脈
上
、
あ

ま
り
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
天
変
記
事
が
な
け
れ
ば
、

霍
光
の
造
型
を
め
ぐ
る
操
作
も
不
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。最
後
に
、

「
五
行
志
」
の
利
用
の
意
味
に
つ
い
て
、
第
四
代
文
帝
紀
お
よ
び
第

八
代
宣
帝
紀
以
降
の
例
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
。

　
『
唐
鏡
』
の
文
帝
紀
は
、
冒
頭
の
略
伝
の
あ
と
、『
史
記
』「
孝
文

本
紀
」
に
よ
っ
た
「
宗
昌
至
言
事
」「
亀
兆
事
」「
群
臣
拝
謁
事
」「
三

譲
事
」「
即
天
子
位
事
」
な
ど
が
続
く
が
、
そ
の
後
に
連
続
し
て
天

変
が
語
ら
れ
る
（「
冬
桃
李
花
事
」）。

①
夏
四
月
、
斉
楚
の
山
共
、
九
ま
で
同
日
に
く
づ
れ
て
、
水
大

に
い
で
た
り
。
②
二
年
夏
五
月
に
、
進
善
の
旌
、
誹
謗
の
木
を
、

た
て
給
へ
り
。
③
四
年
夏
六
月
に
、
雪
ふ
れ
り
き
。
④
六
年
冬

十
月
に
、
桃
李
花
さ
く
。
⑤
十
二
年
、
角
お
ひ
た
る
馬
い
で
き

た
れ
り
。
よ
か
ら
ざ
り
し
事
也
。

　

点
線
を
付
し
た
②
（『
漢
書
』
文
帝
紀
に
拠
る
）
を
除
き
、
地
震
・

大
雪
・
異
常
開
花
・
奇
形
馬
の
出
現
な
ど
様
々
な
天
変
を
並
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
次
の
通
り
、『
漢
書
』
の
諸
所
に
散
ら
ば
っ

た
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
集
積
し
、
一
箇
所
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

①
楚
元
王
交
薨
。
四
月
、
斉
楚
地
震
、
二
十
九
山
同
日
崩
、
大
水

潰
出
。�

（『
漢
書
』
文
帝
紀
）

③
文
帝
四
年
六
月
、
大
雨
雪
。
後
三
歳
、
淮
南
王
長
謀
反
、
発
覚
、

遷
、
道
死
。�

（『
漢
書
』
五
行
志
・
聴
羞
／
雨
雪
）

④
六
年
冬
十
月
、
桃
李
華
。
十
一
月
、
淮
南
王
長
謀
反
、
廃
遷
蜀

厳
道
、
死
雍
。�

（『
漢
書
』
文
帝
紀
）

⑤
文
帝
十
二
年
、
有
馬
生
角
於
呉
、
角
在
耳
前
、
上
郷
。
右
角
長

三
寸
、
左
角
長
二
寸
、
皆
大
二
寸
。
劉
向
以
為
「
馬
不
当
生
角
、

猶
呉
不
当
挙
兵
郷
上
也
。
是
時
、呉
王
濞
封
有
四
郡
五
十
余
城
、

内
懐
驕
恣
、
変
見
於
外
、
天
戒
早
矣
。
王
不
寤
、
後
卒
挙
兵
、

誅
滅
」。�

（『
漢
書
』
五
行
志
・
馬
禍
）
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右
に
示
す
通
り
、『
漢
書
』
で
は
、
①
地
震
が
楚
元
王
劉
交
の
死
、

③
大
雪
・
④
桃
李
の
異
常
開
花
が
淮
南
王
劉
長
の
謀
反
と
死
、
⑤
奇

形
馬
の
出
現
が
呉
王
劉
濞
の
挙
兵
（
呉
楚
七
国
の
乱
）
と
結
び
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
劉
家
の
宗
室
に
連
な
る
人
物
に

関
わ
る
事
件
で
あ
り
、文
帝
期
の
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
唐
鏡
』
は
、
こ
れ
ら
政
変
・
戦
乱
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
予
兆
記

事
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
。
文
帝
期
の
天
変
記
事
は
こ
れ
ら
以
外

に
も
『
漢
書
』
内
に
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
例
も
意
図

し
て
『
唐
鏡
』
に
採
ら
れ
た
と
思
し
い
が
、
そ
の
理
由
も
判
然
と
し

な
い
。
こ
の
点
、「
五
行
志
」
の
示
す
天
人
相
関
説
を
承
け
て
い
た
、

前
章
の
例
と
も
異
な
る
用
い
ら
れ
方
と
い
え
る
。

　

こ
の
あ
と
、『
唐
鏡
』
は
、「
十
三
年
五
月
」
の
出
来
事
と
し
て
、

文
王
が
肉
刑
を
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
事
件
（「
緹
縈

事
」「
為
民
父
母
事
」「
除
肉
刑
事
」）
に
触
れ
、
農
業
を
奨
励
し
た

事
（「
農
為
天
下
本
事
」）、
旱
蝗
災
害
時
に
恤
民
事
業
を
行
っ
た
事

（「
減
服
御
事
」）
な
ど
、
文
帝
の
善
政
を
『
史
記
』「
孝
文
本
紀
」
に

よ
っ
て
語
る
。
続
く
、
高
廟
の
宝
物
を
盗
ん
だ
犯
人
を
張
釈
之
の
諫

め
に
よ
っ
て
減
刑
し
た
話
（「
盗
高
廟
玉
環
事
」。『
漢
書
』「
張
釈
之

伝
」
に
拠
る
）
も
同
様
の
善
政
譚
と
し
て
選
ば
れ
た
記
事
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、文
帝
と
周
勃
と
の
丞
相
の
職
務
な
ど
を
め
ぐ
る
問
答
（「
帝

問
周
勃
事
」。『
史
記
』「
陳
丞
相
世
家
」
な
い
し
『
漢
書
』「
王
陵
伝
」

に
拠
る
）、文
帝
と
周
亜
夫
の
陣
中
で
の
振
る
舞
い
を
め
ぐ
る
話（「
禦

匈
奴
事
」「
城
中
不
聴
天
子
命
事
」「
介
冑
士
不
拝
事
」。『
史
記
』「
絳

侯
周
勃
世
家
」
な
い
し
『
漢
書
』「
周
亜
夫
伝
」
に
拠
る
）
が
続
く
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
帝
が
諸
臣
の
諫
め
を
聞
き
入
れ
た
と
い
う
逸

話
で
あ
り
、
文
帝
の
聖
王
像
が
強
調
さ
れ
る
。

　

倹
約
を
主
と
し
た
文
帝
の
行
い
や
周
勃
と
の
丞
相
の
職
務
な
ど
を

め
ぐ
る
問
答
は
『
続
古
事
談
』
漢
朝
篇
に
も
見
え（

（2
（

、
ま
た
周
亜
夫
の

「
軍
中
は
将
軍
の
令
を
聞
き
、天
子
の
詔
を
聞
か
ず
」と
い
う
言
葉
は
、

幕
府
権
力
の
独
立
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
鎌
倉
期
に
は
重
要
だ
っ

た（
（2
（

。
い
ず
れ
も
「
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
中

国
の
政
治
家
た
ち
の
言
動（

（2
（

」
を
扱
う
『
唐
鏡
』
に
お
い
て
、
欠
か
せ

な
い
記
事
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
後
に
ま
た
、
大
水
の
記

事
（「
四
十
余
日
甚
雨
事
」）
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

後
元
三
年
の
秋
、
大
に
雨
ふ
り
て
、
昼
夜
た
え
ざ
る
事
、
四
十

五
日
、
民
家
の
な
が
れ
た
る
八
千
余
、
死
ぬ
る
も
の
三
百
余
人

な
り
。
か
や
う
の
聖
代
に
も
、
か
か
る
災
難
あ
り
し
な
り
。
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こ
こ
で
は
「
聖
代
」
で
あ
っ
て
も
災
難
が
あ
る
例
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
が
（
傍
線
部
）、『
漢
書
』「
五
行
志
（
水
）」
の
当
該
記
事
で

は
そ
の
扱
い
が
異
な
る
。

文
帝
後
三
年
秋
、
大
雨
、
昼
夜
不
絶
三
十
五
日
。
藍
田
山
水
出
、

流
九
百
余
家
。
漢
水
出
、
壊
民
室
八
千
余
所
、
殺
三
百
余
人
。

先
是
、
趙
人
新
垣
平
以
望
気
得
幸
、
為
上
立
渭
陽
五
帝
廟
、
欲

出
周
鼎
、
以
夏
四
月
、
郊
見
上
帝
。
歳
余
懼
誅
、
謀
為
逆
、
発

覚
、
要
斬
、
夷
三
族
。
是
時
、
比
再
遣
公
主
配
単
于
、
賂
遺
甚

厚
、
匈
奴
愈
驕
、
侵
犯
北
辺
、
殺
略
多
至
万
余
人
、
漢
連
発
軍

征
討
戍
辺
。

　

こ
こ
で
は
大
雨
が
、
趙
人
新
垣
平
が
周
鼎
を
出
現
さ
せ
よ
う
と
天

帝
を
祀
り
、
そ
の
後
反
逆
を
企
て
て
罰
せ
ら
れ
た
こ
と
や
、
匈
奴
が

懐
柔
工
作
も
む
な
し
く
辺
境
を
脅
か
し
た
こ
と
な
ど
と
結
び
付
け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
唐
鏡
』
は
こ
れ
ら
の
出
来
事
に
も
全
く
触

れ
て
い
な
い
。『
唐
鏡
』
は
、
本
来
の
天
人
相
関
の
文
脈
か
ら
、
大

水
の
記
事
だ
け
を
取
り
出
し
、「
五
行
志
」
の
文
脈
自
体
を
捨
象
し
、

「
か
や
う
の
聖
代
に
も
、
か
か
る
災
難
あ
り
し
な
り
」
と
い
う
別
の

文
脈
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
文
帝
期
を
「
聖
代
」
と

位
置
づ
け
る
『
唐
鏡
』
に
お
い
て
、
本
来
、
天
人
相
関
と
い
う
意
味

で
は
、
天
変
記
事
は
不
要
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
聖
代
」
で

も
そ
う
し
た
「
災
難
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
、
他
箇
所
で
の
天
人

相
関
の
意
味
自
体
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
多
く
の
天
変
記
事
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
八
代
宣
帝
紀
以
降
、『
唐
鏡
』
に
は
顕
著
に
天
変
記
事
が
多
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

①
皇
帝
出
自
事　

②
宣
帝
生
囚
獄
事　

③
獄
中
有
帝
王
気
事　

④
宣
帝
才
学
事　

⑤
宣
帝
足
毛
事　

⑥
霍
光
関
白
事　

⑦
画
賢

臣
貌
事　

⑧
芒
刺
在
背
事　

⑨
雨
雹
事　

⑩
鳳
凰
甘
露
事　

⑪

米
石
五
銭
事　

⑫
雌
鶏
化
鳩
事　

⑬
宣
帝
崩
御
事

　

こ
の
う
ち
①
～
⑤
は
『
漢
書
』「
宣
帝
紀
」
に
拠
り
、⑥
・
⑧
は
「
霍

光
伝
」、
⑦
「
蘇
武
伝
」
に
拠
る（

（2
（

。
そ
う
し
た
出
来
事
の
あ
と
に
、

⑨
～
⑪
に
連
続
し
て
天
変
記
事
が
続
く
。

⑨
地
節
四
年
夏
、
洛
陽
に
雹
ふ
る
。
大
な
る
事
鶏
の
子
の
ご
と
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し
。
深
さ
二
尺
五
寸
人
多
く
あ
や
ま
ち
あ
り
。
飛
鳥
も
お
ほ
く

し
に
に
け
り
。
⑩
元
康
二
年
春
、
鳳
凰
あ
つ
ま
り
、
甘
露
く
だ

る
。
⑪
こ
の
御
時
、か
や
う
の
瑞
祥
共
あ
ま
た
た
び
見
え
た
り
。

世
お
さ
ま
り
、
年
ゆ
た
か
に
し
て
、
米
一
石
の
あ
た
ひ
五
銭
に

あ
た
り
け
り
。
あ
り
が
た
か
り
し
事
な
り
。
⑫
黄
龍
元
年
、
未

央
殿
に
雌
鶏
化
し
て
鳩
の
雄
と
な
る
。
⑬
こ
の
十
二
月
に
、
御

か
ど
、
崩
給
ぬ
。
御
年
四
十
二
、
在
位
二
十
五
年
也
。

⑨
宣
帝
地
節
四
年
五
月
、
山
陽
済
陰
雨
雹
如
鶏
子
、
深
二
尺
五
寸
、

殺
二
十
人
、
蜚
鳥
皆
死
〈
師
古
曰
、
蜚
読
曰
飛
〉。
其
十
月
、

大
司
馬
霍
禹
宗
族
謀
反
、
誅
、
霍
皇
后
廃
。（『
漢
書
』
五
行
志
）

⑩
（
元
康
二
年
）
三
月
、
以
鳳
皇
甘
露
降
集
、
賜
天
下
吏
爵
二
級
、

民
一
級
、女
子
百
戸
牛
酒
、鰥
寡
孤
独
高
年
帛
。（
中
略
）
⑪
（
元

康
四
年
）
比
年
豊
、
穀
石
五
銭
。�

（『
漢
書
』
宣
帝
紀
）

⑫
宣
帝
黃
龍
元
年
、
未
央
殿
輅
軨
中
雌
鶏
化
為
雄
、
毛
衣
変
化
而

不
鳴
、
不
将
、
無
距
。（
中
略
）
黃
龍
元
年
、
宣
帝
崩
、
太
子
立
、

是
為
元
帝
。
王
妃
将
為
皇
后
、
故
是
歳
未
央
殿
中
雌
鶏
為
雄
、

明
其
占
在
正
宮
也
。
不
鳴
不
将
無
距
、
貴
始
萌
而
尊
未
成
也
。

�

（『
漢
書
』
五
行
志
）

　

こ
こ
で
も
、
本
紀
お
よ
び
「
五
行
志
」
か
ら
種
々
の
記
事
が
取
り

集
め
ら
れ
、『
唐
鏡
』
で
は
、
⑩
は
⑪
の
豊
作
、
⑫
は
宣
帝
の
死
と

結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
⑩
の
鳳
凰
や
甘
露
は
「
五
鳳
」「
甘
露
」

と
い
っ
た
元
号
に
も
用
い
ら
れ
、『
漢
書
』
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
し
、
⑫
は
「
五
行
志
」
で
も
宣
帝
の
崩
御
と
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
⑨
は
、「
五
行
志
」
で
は
、
霍
光
の
死
後
に
そ
の
子
霍

禹
が
謀
反
を
起
こ
し
て
誅
さ
れ
、
宣
帝
の
霍
皇
后
が
廃
さ
れ
た
と
す

る
出
来
事
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、そ
れ
が
「
鳳
凰
」

「
甘
露
」
な
ど
と
併
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で
「
祥
瑞
」
で
あ
る
か

の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
昭
帝
紀
で
の
霍
光
擁
護
の
姿
勢
が
そ
の

子
に
も
及
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
や
は

り
、
そ
も
そ
も
こ
の
降
雹
記
事
自
体
が
不
要
で
は
な
い
か
。

　

実
は
、
第
八
代
宣
帝
紀
の
①
～
⑫
の
記
事
の
う
ち
年
月
が
記
さ
れ

た
も
の
は
、
⑥
「
霍
光
関
白
事
」
の
ほ
か
は
、
⑨
・
⑩
・
⑫
の
天
変

記
事
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
他
箇
所
で
も
同
様
で
、
例
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え
ば
先
述
の
昭
帝
紀
を
見
る
と
、
⑤
「
石
自
起
立
事
」・
⑥
「
柳
自

起
立
事
」・
⑦
「
昭
帝
崩
御
事
」
の
三
ケ
所
に
し
か
年
月
は
示
さ
れ
ず
、

う
ち
二
例
が
「
五
行
志
」
に
よ
る
天
変
記
事
で
あ
る
。
以
下
、
第
九

代
元
帝
・
第
十
代
成
帝
の
例
を
見
て
も
同
様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
、

年
月
の
記
さ
れ
る
記
事
は
薨
伝
等
を
除
く
と
、
お
よ
そ
天
変
記
事
に

集
中
す
る
。

　
《
第
九
代
元
帝
》

記
事
標
題

典
拠

年
月
表
記

備
考

①
元
帝
出
自
事

『
漢
書
』
元
帝
紀

②
人
相
食
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
初
元
二
年
夏
六
月
」

③
雌
鶏
為
雄
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
今
年
」

④
天
雨
草
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
永
光
二
年
秋
八
月
」

⑤
憑
昭
儀
当
熊
事
『
漢
書
』
外
戚
伝
「
建
昭
五
年
ニ
」

『
蒙
求
』

⑥
王
昭
君
事

『
西
京
雑
記
』
等

『
唐
物
語
』

⑦
元
帝
薨
去
事

『
漢
書
』
元
帝
紀
「
章
寧
元
年
夏
五
月
」

　
《
第
十
代
成
帝
》

①
成
帝
出
自
事

『
漢
書
』
成
帝
紀

②
班
婕
妤
辞
輦
事
『
漢
書
』
外
戚
伝

『
蒙
求
』

③
扇
詩
事

『
楽
府
詩
集
』

④
青
蝿
集
事

『
漢
書
』
成
帝
紀
「
建
始
元
年
己
丑
夏
六
月
」

⑤
月
二
出
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
秋
八
月
」

⑥
薛
廣
德
諫
言
事
『
漢
書
』
広
徳
伝

『
蒙
求
』

⑦
蹴
鞠
事

『
西
京
雑
記
』
等

『
明
文
抄
』

⑧
四
月
雨
雪
事

『
漢
書
』
成
帝
紀
「
建
始
四
年
夏
四
月
」

⑨
鼠
樹
上
巣
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
九
月
」

⑩
樗
成
人
形
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
永
始
元
年
二
月
」

⑪
星
霣
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
又
」

⑫
燕
雀
生
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
綏
和
二
年
」

⑬
馬
生
角
事

『
漢
書
』
五
行
志
「
又
」

⑭
成
帝
薨
去
事

『
漢
書
』
成
帝
紀
「（
同
）
三
月
ニ
」

⑮
孔
光
温
樹
事

『
漢
書
』
孔
光
伝

『
蒙
求
』

　

平
沢
氏
は
成
帝
④
・
⑤
の
例
を
あ
げ
、「
帝
紀
・
五
行
志
の
記
を

確
実
に
踏
ま
え
て
お
り
、
天
異
の
如
き
に
ま
で
も
正
確
に
年
月
を
明

記
し
て
ゐ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、「
其
処
に
は
、
啓
蒙
書
で
あ
れ
、

史
書
と
し
て
の
意
義
を
充
分
に
示
さ
ん
が
た
め
の
意
図
が
存
し
て
ゐ

た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
、
そ
の
年
記
の
正
確
性
か
ら
史
書
と
し
て
の

意
義
を
論
じ
る（

（2
（

。
し
か
し
、
前
後
の
脈
絡
の
な
く
羅
列
さ
れ
た
天
変

記
事
の
年
月
が
正
確
に
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
果
た
し
て
「
史
書
の

意
義
」
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

武
帝
末
期
か
ら
の
混
乱
を
収
束
さ
せ
た
前
漢
中
興
の
主
と
も
い
う

べ
き
宣
帝
に
続
く
、
元
帝
・
成
帝
以
降
の
前
漢
後
期
は
、
歴
史
的
に

は
元
帝
の
皇
后
王
氏
の
一
族
の
隆
盛
を
招
き
、
後
の
王
莽
の
王
朝
簒

奪
の
潜
在
要
因
と
な
っ
た
が
、
王
莽
の
出
現
ま
で
は
、
政
治
的
事
件
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は
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
元
帝
・
成
帝
期
に
は
特
筆
す
べ
き
事
件
は

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
元
帝
⑤
・
成
帝
②
・
⑥
・
⑮
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
蒙

求
』
に
「
馮
媛
当
熊
」「
班
女
辞
輦
」「
広
徳
従
橋
」「
孔
光
温
樹
」

と
し
て
収
録
さ
れ
る
故
事
で
あ
り
、
元
帝
⑥
「
王
昭
君
事
」
も
相
当

に
著
名
な
故
事
で
あ
る
こ
と
は
付
言
を
要
さ
な
い
。
成
帝
③
「
扇
詩

事
」
も
『
唐
鏡
』
が
時
折
見
せ
る
漢
詩
引
用
記
事
の
一
つ
で
、
自
ら

退
い
て
太
后
に
仕
え
た
班
婕
妤
が
、
容
色
が
衰
え
て
顧
み
ら
れ
な
い

事
を
秋
扇
に
喩
え
た
詩
と
し
て
著
名
な
「
怨
歌
行
」
を
紹
介
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
文
選
』
ほ
か
に
見
え
る
が
、
宋
・
郭
茂
倩

『
楽
府
詩
集
』
巻
四
二
に
採
ら
れ
、
同
巻
に
は
『
唐
鏡
』
第
六
代
武

帝
紀
に
引
か
れ
る
「
長
門
怨
」（
裴
交
泰
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

書
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う（

（2
（

。
蹴
鞠
の
由
来
等
を
語
る
成
帝
⑦
も

「
日
本
の
年
中
行
事
や
故
実
等
身
近
な
生
活
の
糧
と
な
る
も
の
」
に

触
れ
る
『
唐
鏡
』
の
特
徴
を
示
す
挿
話
で
あ
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
故
事
・

逸
話
の
集
積
に
よ
っ
て
両
皇
帝
紀
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
故
事
・
逸
話
的
記
事
は
、
そ
れ
が
一
連
の
重

要
な
歴
史
的
事
件
の
過
程
上
の
も
の
で
無
い
限
り
、
原
典
に
お
い
て

さ
え
、
そ
の
年
月
な
ど
が
明
記
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
始
皇
帝
や

高
祖
や
呂
后
な
ど
、
時
系
列
的
に
追
う
必
要
の
あ
る
よ
う
な
出
来
事

が
豊
富
な
時
期
は
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
に
よ
っ
て
主
た
る
歴
史
叙
述

を
構
成
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
著
名
な
逸
話
や
故
事
に
触
れ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
の
例
で
言
え
ば
、「
左
袒
」
の
由
来
と
な
っ

た
呂
后
紀
の
「
軍
中
左
袒
事
」
な
ど
が
好
例
だ
ろ
う
。
一
方
、
政
治

的
安
定
期
で
あ
る
文
帝
紀
や
宣
帝
紀
後
半
以
降
で
は
、
そ
も
そ
も
主

旋
律
を
な
す
べ
き
〝
歴
史
〟
を
欠
い
て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
故
事

や
逸
話
だ
け
で
記
事
が
構
成
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
が
独
立
性
の
高
い
記
事
で
あ
る
う
え
に
、
年
月
が
記
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
編
年
体
の
歴
史
叙
述
の
形
態
に
は
な
り
得
な
い
だ
ろ

う
。

　

そ
の
点
、
か
な
り
丁
寧
に
年
月
が
表
記
さ
れ
た
天
変
記
事
は
、
前

後
に
関
連
す
る
特
筆
す
べ
き
事
件
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
歴
史
叙
述
と

し
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
羅
列
で
あ
っ
て
も
、
時
系
列
順
に
配
さ
れ

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
一
応
の
編
年
体
の
歴
史
叙
述
と
な
っ
て

い
る
。
追
う
べ
き
歴
史
的
事
件
が
な
い
代
わ
り
に
、
年
月
の
記
さ
れ

た
「
五
行
志
」
の
天
変
記
事
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
間
に
故
事
や
逸
話

が
語
ら
れ
れ
ば
、
か
ろ
う
じ
て
編
年
体
の
歴
史
叙
述
の
形
態
が
保
た

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、「
五
行
志
」
に
由
来
す
る
天
変
記
事
は
、
そ
の
年
月
の

正
確
性
と
い
う
よ
り
、『
唐
鏡
』の
編
年
的
歴
史
叙
述
の
空
隙
を
埋
め
、

各
故
事
を
一
連
の
編
年
史
の
な
か
に
配
置
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
て

い
る
側
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
四
代
文
帝
紀
の
記
事
で
言
え
ば
、
そ

の
即
位
記
事
以
降
、
次
に
本
当
に
重
要
だ
と
い
え
る
記
事
は
、
お
そ

ら
く「
十
三
年
五
月
」の
肉
刑
廃
止
の
記
事
で
あ
ろ
う（
52
頁
参
照
）。

そ
の
記
事
に
至
る
ま
で
に
は
四
つ
の
天
変
記
事
が
そ
の
前
後
と
何
の

脈
絡
も
無
く
挿
入
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
天
変
記
事
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、肉
刑
廃
止
故
事
ま
で
の
「
十
三
年
」
の
空
白
が
埋
め
ら
れ
、

文
帝
紀
が
編
年
史
た
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

唐
代
の
歴
史
理
論
書
『
史
通
』（
劉
知
幾
）
に
は
「
又
紀
者
既
以
編

年
為
主
、
唯
敘
天
子
一
人
。
有
大
事
可
書
者
、
則
見
之
于
年
月
、
其

書
事
委
曲
、
付
之
列
伝
、
此
其
義
也
。」（
内
篇
・
本
紀
）
と
あ
る
よ

う
に
、
本
紀
と
は
年
月
に
従
っ
て
概
略
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
時
に

故
事
集
的
な
性
格
に
近
付
く
『
唐
鏡
』
が
本
紀
を
主
体
と
し
た
編
年

体
の
史
書
で
あ
る
た
め
に
は
、「
五
行
志
」
の
年
月
の
付
さ
れ
た
天

変
記
事
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
十
一
代
哀
帝
や
第
十
二
代
平
帝
に
至
る
と
、
王
莽
の
専
横
な
ど

の
重
要
な
政
治
的
話
柄
が
独
立
し
て
王
莽
伝
と
し
て
別
途
示
さ
れ
て

い
る
た
め
か
、
各
冒
頭
の
略
伝
と
末
尾
の
薨
伝
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
天

変
記
事
の
み
で
記
事
が
構
成
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
天
変

記
事
そ
の
も
の
へ
の
関
心
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
特
筆
す
べ

き
話
柄
を
持
た
な
い
な
か
で
、
編
年
体
の
皇
帝
紀
の
形
態
を
形
式
上

維
持
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、『
唐
鏡
』
巻
三
・
四
の
前
漢
期
を
対
象
に
、
そ
の
主

た
る
出
典
で
あ
る
『
史
記
』『
漢
書
』
の
扱
い
方
を
見
て
き
た
。
第

六
代
武
帝
ま
で
の
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
が
重
な
る
時
期
に
お
い
て

は
『
史
記
』
が
優
先
さ
れ
、
種
々
の
故
事
等
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。

第
七
代
昭
帝
以
降
、『
漢
書
』
中
心
の
叙
述
と
な
る
が
、
本
紀
を
中

心
と
し
つ
つ
、
そ
の
本
紀
か
ら
参
照
記
事
と
し
て
指
示
さ
れ
て
い
た

列
伝
の
文
言
や
記
事
を
取
り
込
ん
で
い
く
姿
勢
が
見
え
た
。
こ
れ
は

紀
伝
体
の
正
史
を
編
年
体
に
組
み
替
え
る
方
法
と
い
え
る
が
、
そ
の

際
、
原
典
の
文
言
が
慎
重
に
取
捨
選
択
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の
摂

政
・
悪
王
排
除
・
関
白
の
先
例
と
さ
れ
る
霍
光
故
事
が
構
築
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
単
純
な
文
言
の
摂
取
に
は
留
ま
ら
な
い
作
意
も
見
え
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た
。
そ
の
一
方
で
、
故
事
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
歴

史
叙
述
の
上
で
も
あ
ま
り
意
味
を
成
さ
な
い
よ
う
な
、「
五
行
志
」

に
由
来
す
る
天
変
記
事
が
随
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目

し
、
そ
こ
に
編
年
史
へ
の
志
向
を
見
た
。

　

山
田
尚
子
氏
は
『
唐
鏡
』
の
歴
史
物
語
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
、

「
最
大
の
意
義
は
、
個
々
の
故
事
を
中
国
史
の
流
れ
の
中
に
据
え
、

歴
史
的
な
文
脈
に
お
い
て
故
事
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
論
じ
ら
れ
た（

（2
（

。
本
稿
で
見
た
列
伝
の
本
紀

へ
の
取
り
込
み
は
、
ま
さ
に
故
事
集
的
性
格
を
反
映
し
た
方
法
と
言

え
る
し
、
そ
う
し
た
『
唐
鏡
』
の
持
つ
、
編
年
体
故
事
集
的
側
面
を

「
五
行
志
」
の
天
変
記
事
が
支
え
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
単
純
に
年
記
表
示
だ
け
が
必
要
な
の
で
あ
れ
ば
、
他

の
「
志
」
で
も
代
用
で
き
た
は
ず
で
、「
五
行
志
」
そ
の
も
の
へ
の

関
心
が
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。『
唐
鏡
』
は
各
王
朝
の
冒
頭

に
「
伏
羲
氏
と
申
侍
し
帝
皇
は
木
徳
な
り
」「
殷
の
次
国
を
ば
周
と

申
き
。
木
徳
」
と
な
ど
と
、『
明
文
抄
』
帝
道
部
「
唐
家
世
立
（
唐

帝
王
世
立
）」
か
ら
、
王
朝
の
交
替
を
五
徳
の
循
環
で
論
じ
る
五
徳

終
始
説
を
受
容
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
『
漢
書
』「
志
」

類
に
関
し
て
は
あ
ま
り
積
極
的
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
な
か
で
、

「
五
行
志
」
が
多
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関
心
の
背
景

に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
前
漢
期
の
叙
述
に
お
け
る
機
能
的
側
面
に
の
み

注
目
し
た
が
、
天
変
記
事
は
漢
代
以
前
の
『
唐
鏡
』
の
叙
述
に
も
散

見
さ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
相
当
数
の

天
変
記
事
が
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
に
官
人
陰
陽
師
が
定
着
し
、
天
人
相

関
思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た（

（2
（

。
作
者
藤
原
茂
範
が
鎌
倉
に
お
い

て
『
唐
鏡
』
を
著
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
背
景
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

紀
伝
の
学
は
、
そ
の
名
称
が
中
国
正
史
の
「
紀
伝
」
に
由
来
す
る

わ
け
だ
が
、『
史
通
』（
内
篇
・
列
伝
）
は
、

夫
紀
伝
之
興
、
肇
于
史
漢
。
蓋
紀
者
編
年
也
。
伝
者
列
事
也
。

編
年
者
、
歴
帝
王
之
歳
月
、
猶
春
秋
之
経
。
列
事
者
、
録
人
臣

之
行
状
、
猶
春
秋
之
伝
。
春
秋
則
伝
以
解
経
、
史
漢
則
伝
以
釈

紀
。

と
「
紀
」
の
本
質
は
「
編
年
」
で
あ
る
こ
と
に
あ
り
、
帝
王
の
事
蹟

が
歳
月
順
に
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、『
春
秋
』
で
い
う
経
で
あ
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る
と
し
、「
伝
」
は
人
事
等
を
並
べ
て
「
紀
」
の
解
釈
を
示
す
も
の
で
、

『
春
秋
』
で
い
う
伝
で
あ
る
と
論
じ
る
。『
唐
鏡
』
は
、
短
い
事
実
の

羅
列
が
多
い
が
、「
帝
王
の
歳
月
を
歴へ

た
る
」
年
月
を
記
し
た
「
紀
」

を
志
向
し
て
い
た
。
紀
伝
道
の
徒
た
る
茂
範
が
「
史
」
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い

　

本
稿
は
自
明
の
出
典
『
史
記
』『
漢
書
』
か
ら
の
取
材
の
方
法
の

検
討
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
言
及
し
得
た
の
は
前
漢
期
の

み
で
、
巻
五
・
巻
六
の
『
後
漢
書
』『
晋
書
』
な
ど
の
扱
い
方
に
つ

い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
あ
え
て
踏
み
込

ま
な
か
っ
た
が
、『
史
記
』『
漢
書
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
底
本
や
訓

読
方
法
と
『
唐
鏡
』
に
お
け
る
翻
訳
方
法
と
の
関
連
な
ど
も
改
め
て

検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
課
題
を
あ
げ
る
に
終
始
し
た
が
、

後
考
を
期
し
た
い
。

【
引
用
文
献
】

※
各
文
献
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
表
記
改
め
た
ほ
か
、
い
ず
れ
も
字

体
を
通
行
の
も
の
と
し
、
句
読
点
等
を
適
宜
改
め
、
一
部
明
ら
か

な
誤
り
等
を
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
。

『
唐
鏡
』
…
『
中
世
文
芸
叢
書　

松
平
文
庫
本　

唐
鏡
』（
広
島
中
世

文
芸
研
究
会
、一
九
六
六
年
）
を
底
本
と
し
、『
唐
鏡 

本
文
篇
』『
唐

鏡 

校
異
篇
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
し
た
。
各
記

事
ご
と
の
標
題
は
底
本
に
付
さ
れ
た
見
出
し
を
私
に
改
変
・
増
補

し
て
用
い
た
。

『
史
記
』『
漢
書
』
…
中
華
書
局
・
二
十
四
史
繁
体
縦
排
本
を
用
い
、

そ
れ
ぞ
れ
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
を
参
照
し
た
。
ま
た
平
凡
社
・
東

洋
文
庫
『
漢
書
五
行
志
』
を
参
照
し
た
。

『
愚
管
抄
』『
神
皇
正
統
記
』
…
岩
波
書
店
・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
愚

管
抄
』『
神
皇
正
統
記　

増
鏡
』
を
用
い
、
中
央
公
論
社
・
日
本

の
名
著
『
慈
円　

北
畠
親
房
』
を
参
照
し
た
。

『
史
通
』
…
四
部
叢
刊
初
編
を
用
い
、
増
田
経
夫
『
史
通
』（
研
文
出

版
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
し
た
。

【
注
】

（
1
）
加
藤
浩
司
『
仮
名
貞
観
政
要
梵
舜
本
の
翻
刻
と
研
究
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
一
九
）

（
2
）
源
光
行
『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』
な
ど
が
該
当
し
よ
う
。

小
川
剛
生
氏
は
「
政
道
仮
名
抄
」
と
呼
ば
れ
る
（『
武
士
は
な
ぜ
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歌
を
詠
む
か
─
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
─
』
角
川
選
書
、

二
〇
〇
八
年
）

（
3
）『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
「
唐
鏡
十
巻
〈
茂
範
卿
抄
〉」
と
あ
る
。

そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
増
田
欣
「
唐
鏡
の
成
立
」『
中
世
文
藝

比
較
文
学
論
考
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
小
川
剛
生
「
藤

原
茂
範
伝
の
考
察
─
『
唐
鏡
』
作
者
の
生
涯
」『
和
漢
比
較
文
学
』

一
二
（
一
九
九
四
年
一
月
）
な
ど
。

（
4
）『
明
文
抄
』
文
事
部
は
「
三
史
〈
史
記　

漢
書　

東
観
漢
記
〉」

と
し
つ
つ
、「
或
説
除
東
漢
記
加
後
漢
書
」
な
ど
と
す
る
。

（
5
）『
明
文
抄
』
文
事
部
は
「
或
説
魏
晋
宋
斉
梁
陳
隋
唐
」
と
も
す

る
。

（
6
）
全
編
を
対
象
と
す
る
平
沢
五
郎
「
唐
鏡
の
傳
本
及
び
出
典
考
」

『
斯
道
文
庫
論
集
』
四
（
一
九
六
五
年
三
月
）
の
ほ
か
、
小
田
切

文
洋
「『
唐
鏡
』
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
一
考
察
─
中
世
日
本
の

歴
史
叙
述
と
漢
文
世
界
─
」『
国
際
関
係
研
究　

国
際
文
化
編
』

二
〇
─
二
（
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
研
究
所
、
一
九

九
九
年
一
二
月
）、
小
田
切
文
洋
「『
唐
鏡
』
に
お
け
る
漢
籍
受
容

の
一
考
察
（
続
）」『
桜
文
論
叢
』
五
一
（
日
本
大
学
法
学
部
、
二

〇
〇
〇
年
八
月
）
は
正
史
以
外
の
出
典
を
多
数
指
摘
す
る
。

（
7
） 

森
田
貴
之
「『
唐
鏡
』
考
─
法
琳
の
著
作
の
受
容
─
」『
台
大

日
本
語
文
研
究
』
二
〇
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）、
同
「『
唐
鏡
』

考
（
承
前
）」『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
二
七
（
二
〇
一
二
年
三

月
）

（
8
）
平
沢
氏
も
「
巻
三
の
漢
高
祖
か
ら
巻
四
の
孝
武
帝
ま
で
は
前

記
の
史
記
と
漢
書
と
重
複
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
ま
、
そ
の
い
づ

れ
に
依
る
と
俄
か
に
決
め
難
い
。」
と
述
べ
る
（
前
掲
注
（
6
）

論
文
）。

（
9
）
エ
リ
ン
・
Ｌ
・
ブ
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
氏
は
呂
后
説
話
に
つ
い
て
、

「『
唐
物
語
』
に
お
け
る
故
事
の
扱
い
方
は
私
的
な
場
を
優
先
さ
せ

て
い
る
の
に
対
し
、『
唐
鏡
』
で
は
話
の
フ
ォ
ー
カ
ス
は
公
的
な

場
と
な
る
。」
こ
と
を
指
摘
す
る
（「『
唐
物
語
』
と
『
唐
鏡
』
に

於
け
る
「
唐
」
の
様
相
─
中
国
故
事
の
基
礎
知
識
─
」『
立
教
大

学
日
本
文
学
』
一
一
一
、
二
〇
一
四
年
一
月
）。

（
10
）『
史
記
』「
書
」
と
『
漢
書
』「
志
」
に
も
構
成
・
名
称
上
の
違

い
が
あ
り
、「
書
」
か
ら
「
志
」
に
名
称
を
変
え
て
引
き
継
が
れ

た
も
の
も
あ
る
が
、『
漢
書
』
の
刑
法
志
・
地
理
志
・
芸
文
志
・

五
行
志
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
に
対
応
す
る
も
の
が
な
く
、「（
漢

書
編
者
の
）
班
固
の
創
見
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
一
章
」（
平
凡
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社
東
洋
文
庫
『
漢
書
五
行
志
』
解
説
）
で
あ
り
、『
漢
書
』
特
有

の
も
の
で
あ
る
。

（
11
）
高
后
紀
に
「
語
在
外
戚
伝
」
と
あ
る
『
漢
書
』「
外
戚
伝
」
に

も
『
史
記
』
に
近
い
本
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
箇
所
の
一
致

か
ら
『
史
記
』
に
拠
っ
た
と
わ
か
る
。

（
12
）呂
后
の
死
亡
を
め
ぐ
る
如
意
王
の
祟
り
の
記
事
は
、『
漢
書
』「
高

后
紀
」
に
は
な
く
、『
漢
書
』「
五
行
志
」（
犬
禍
）
に
は
見
え
る
が
、

用
字
上
、『
史
記
』
に
拠
っ
た
と
わ
か
る
（
本
文
掲
出
は
略
し
た
）。

（
13
）
恵
帝
五
年
十
月
の
例
は
、「
五
行
志
」（
草
妖
）
に
も
見
え
る
が
、

昭
帝
時
の
倒
木
と
自
立
の
記
事
と
と
も
に
あ
り
、
詳
し
い
政
治
状

況
へ
の
言
及
は
昭
帝
時
の
も
の
し
か
な
い
。

（
14
）「
外
戚
伝
」
に
は
「
後
上
疾
病
、
乃
立
鉤
弋
子
為
皇
太
子
。
拝

奉
車
都
尉
霍
光
為
大
司
馬
大
将
軍
、
輔
少
主
。
明
日
、
帝
崩
。
昭

帝
即
位
」
と
あ
る
。

（
15
）『
漢
書
』「
眭
孟
伝
」
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
併
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
こ
の
天
変
は
本
紀
に
は
な
く
「
夏
侯
勝
伝
」
に
同
内
容
が
あ

る
が
、
や
は
り
「
五
行
志
」
に
基
づ
く
。

（
17
）
平
沢
前
掲
注
（
6
）
論
文

（
18
）
外
村
久
江
「
鎌
倉
武
士
と
中
国
故
事
」『
鎌
倉
文
化
の
研
究
─

早
歌
創
造
を
め
ぐ
っ
て
─
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
六
年
）

（
19
）『
唐
鏡
』
も
こ
れ
ら
①
虞
舜
・
②
殷
の
伊
尹
・
③
周
の
旦
の
「
摂

政
」
に
触
れ
る
。
日
本
で
の
「
摂
政
」
の
先
例
と
し
て
の
周
公
旦

故
事
に
つ
い
て
は
山
田
尚
子
「
周
公
旦
の
故
事
と
摂
政
」『
重
層

と
連
関 

続　

中
国
故
事
受
容
論
考
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）

が
あ
る
。

（
20
）
平
沢
前
掲
注
（
6
）
論
文

（
21
）
増
田
欣
「
続
古
事
談
に
お
け
る
中
国
文
学
的
要
素　

漢
朝
篇

に
見
え
る
漢
文
帝
の
倹
徳
説
話
」（
前
掲
注
（
3
）
著
書
）

（
22
）
著
名
な
例
と
し
て
奥
州
合
戦
の
際
の
大
庭
景
義
の
言
が
知
ら

れ
る
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
六
月
三
〇
日
条
）。

（
23
）
外
村
前
掲
注
（
18
）
著
書

（
24
）『
明
文
抄
』
人
倫
部
に
も
「
麒
麟
閣
功
臣
十
一
人
」
と
し
て
見

え
る
。

（
25
）
平
沢
前
掲
注
（
6
）
論
文

（
26
）
拙
稿
「『
唐
鏡
』
の
衛
皇
后
と
裴
交
泰
「
長
門
怨
」」『
い
ず
み

通
信
』
四
三
（
二
〇
一
七
年
四
月
）

（
27
）
外
村
前
掲
注
（
18
）
著
書
。
本
例
に
も
「
囲
碁
双
六
蹴
鞠
連

句
の
濫
觴
」
と
し
て
触
れ
て
い
る
。
ま
た
増
田
欣
「
唐
鏡
の
成
立
」
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『
中
世
文
藝
比
較
文
学
論
考
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
は
鎌

倉
で
の
蹴
鞠
盛
行
と
の
関
わ
り
を
論
じ
、
山
田
尚
子
「『
唐
鏡
』

考
─
歴
史
物
語
と
し
て
の
側
面
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
中
国
故
事
受

容
論
考
─
古
代
中
世
日
本
に
お
け
る
継
承
と
展
開
─
』（
勉
誠
出

版
、
二
〇
〇
九
年
）
も
一
連
の
蹴
鞠
関
連
記
事
に
注
目
す
る
。

（
28
）
山
田
前
掲
注
（
27
）
著
書

（
29
）
下
村
周
太
郎
「
鎌
倉
幕
府
の
確
立
と
陰
陽
師
─
政
治
史
・
国

家
史
の
観
点
か
ら
─
」『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
三
（
中
世
史
研

究
会
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）、
同
「
鎌
倉
幕
府
と
天
人
相
関
説
─

中
世
国
家
論
の
観
点
か
ら
─
」『
史
観
』
一
六
四
（
早
稲
田
大
学

史
学
会
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
な
ど
。

【
附
記
】
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
J
P
1
9
K
0
0
3
5
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


